
感染症定期報告の報告状況（2008／10／1～2009／2／28）  資料N0．4－2  

概要   

2006年10月2日に、腸管出血性大腸菌0157：H7（VTl＆2）  

症例が健康福祉センターに報告された。患者は1歳の女  
児で、横浜市保健所は便検体からPCRとRPLAによリベロ  
毒素を検出した。9歳の兄からも同菌が検出された。患者  
の家族は横浜市にある牧場で搾乳イベントに参加してお  
り、その乳牛から同菌が検出され、PFGE分析の結果、乳  
牛から慾染したことが示唆された。  

80541に同じ  

感染症（PT）   

大腸菌性胃腸  
炎  

出典  

JpnJlnfectDis  
2008二61：161－162  

デンカ生  報告者名   研  沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
破傷風トキソイド  

大腸菌性胃腸  
炎  

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  

カザミノ酸  JpnJlnfectDis  
2008：61．161－162  

大腸菌性胃腸  
炎  

中国又は ポーランド  ポリペプトン  ワイル病秋やみ混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
コレラワクチン  

デンカ生  
JpnJInfectDIS  
2008，61：16卜162  

80541に同じ  大腸菌性胃腸  
炎  

スキムミルク  JpnJTnfectDis  
2008：6ト16卜162  

沈降精製百日せきシフテリア破傷風眉  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  
破傷風トキソイド  
コレラワクチン  

大腸菌性胃腸  
炎  

大腸菌性胃腸  
炎  

大腸菌性胃腸  
炎  

日本脳炎ワクチン  ラクトアルブ  
ミン水解物  

‾…  
耳元席  

JpnJlnfectDis  
2008：61・16卜162  

JpnJInfectDts  
2008：61：16卜162  

JpnJlnfectDis  
2008二61こ16ト162  

乾燥日本脳炎ワクチン  

80541に同じ  

80541に同じ   日本脳炎ワクチン  
ちジ蘭東面‾ ごl ′R  
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生物由来成   
分名  

‾‾‾  
席痢垂議  

概要   

ユーラシアおよび北米系統のH7型トリインフルエンザウイ  

ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はα2－6結合シァル！軌こ対する親和性を高めたHAを保  
有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  
殖し、直接接触で感染できることが確認された。  

出典  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008；105：  

7558－7563  

原産国  日本  
含有区分  原材料名  

インフルエンザワクチン  

ペプトン  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風渥合トキソイド  
百日せきワクチン  
破傷風トキソイド  

ヒツジ血液  ヒツジの血液  要高市正だ●  

より妃載な  
し  

アメリカ  

沈降精製百日せきワクチン  
百日せきワクチン  

ウイル病秋やみ混合ワクチン  
ち専守瓦衰‾  

日本脳炎ワクチン  マウス脳  マウスの脳  
日本   

乾燥日本脳炎ワクチン  

福島県は2008年3月12日、いわき市の保健所管内で50歳  
代の男性が野兎病に怒染したと発表した。大原繰合病院  
付属大原研究所によると、県内の発生は96年以来とのこ  
とである。男性は1月13日ごろ狩猟中に野ウサギに触れ  
たところ、1月16日に発熱や悪寒などの症状が出たため  
受診し、3月5日に野兎病と診断された。症状は軽く、すで  

に回復している。  

野兎病  
‾●  

㌫㌫；『長話福富衰  

友ニュース 2008年  

3月13日  

ワクシニアウイルス接種家兎炎症皮膚  ワワシニア「  
イルス接種  

家兎炎症皮  

膚抽出液   

2008年5月に青森県の農場で衰弱死したトウホクノウサギ  

を病理解剖したところ、脾臓・リンパ節の腫脹が顕著で  
あったため、脾臓からの細菌分離を行い、同定を試みた。  
純培養菌の生化学的性状試験およびPCR法による特異  

遺伝子の検出より、野兎病菌（Francisellatul8renSis  
subsp．HolarctlCa）と同定した。青森県では1990年以来初  
めての野兎病発生報告である。   

野兎病  斎盲乏面繭葡醇  
会東北支部総会  
2008年8月21－22日  
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生物由来成  
分名   

ヘパリンナト  
リウム  

ヘパリンナト  
リウム  

受理日  

2008／′10／ノ08  

含有区分  一般名  

ヘパリンナトリウム  

原材料名  原産国   

中国、アメリ  
カ、カナダ、  
オーストラリ  
ア  

ヘパリンナトリウム注射液  中国、アメリ  
カ、カナダ、  
オーストラリ  
ア  

ウシ：米国、  

ウマ、ブタ．  

米国、カナ  
ダ  

米国、カナ  
ダ  

㊦来薗：盲‾‾  

ナダ、  
②日本、米  
国、カナダ、  
フランス  

不明  

ヘパリンナトリウム  

中外製薬  
トラスツズマフ（遺伝子租換え）  

プリマトン HS／′UF  臓、ウマ牌  
臓、脛肉、ブ  
タラード  
ウオーター  

トラスツズマフ（遺伝子組換え）  ブタラード  

ウオーター  

パンクレアラ  
ン  

型）Su株ペニシリン処理凍結乾燥粉末  ②ストレプトコックス・ピオゲネス（A群3   

中外製薬  
チャイニー  
ハムスター  

卵巣細胞  

レノグラスチム（遺伝子組換え）  

エホエテン ベータ（遺伝子組換え）  

トシリズマブ（遺伝子組換え）  

中外製薬  
トシリズマブ（遺伝子組み換え）注  ガラクトース  米国、  ＿．．      ヽす  

＿ユ‾‾■ソ‾  

ランド   

米国、カナ  

ダ  

米国、オー  
ストラリア、  
．＿      ヽす  

＿ユ‾ン‾  

ランド  

■、○  

．．＿ユ‾ン′‾  

ランド   

ブタインスリ  
ン  

ウシ胎仔血  

÷主 ′R  

エポエテン ペータ（遺伝子組換え）  

レノグラスチム（遺伝子組換え）  

エポエテン ベータ（遺伝子組換え）  

製造工程  DMEM／F12  

ウシ乳  
ポ工テン ペータ（遺伝子組換え）  レノグラスチム（遺伝子組換え） エ  
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、 Ⅷ 

Ⅶゝ‘■■■■‾て  

生物由来成   分名  ヒトトランス フェリン  4  受理日   2008／10／09  

原産国  不明  
含有区分  感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

概要   

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabarnba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

2008年4月15日に臓器調速機関が、同一のドナーからの  
腎移植レシピエント2例が重症となり、うち1例が死亡した  

とCDCに通知した。2008年4月22日の検査結果から、ド  
ナーとレシピエント2名は全員リンパ球性脈絡髄膜炎ウイ  
ルス（しCMV）陽性であり、ドナーからの伝播であったことが  
確認された。移植前に川∨、H8V、HCVなどの標準的なド  
ナースクリーニング検査は行っていたが、LCMVの検査は  
行っていなかった。  

ヒト血莞  
24 

リン八つ性脈絡髄 膜炎  
CDC／MMWR2008；  
5了（29）：799－801  

5      2008／10／09  

2  

＿ヽ●  
＿ユ‾ン′‾  

ランド、オー  

ストラリア、   
アルゼンチ  

ン   

中国  
ヒト尿  

ウリナスタテ  
ン  

ダルテパリ  

ンナトリウム  

中国  

ヘパリンナト  米国、カナ  ダ、中国   
旋毛虫症  

ラオス北部のUdomx∂y地区病院における2005年6月から  
2006年5月の旋毛虫疑い症例138名について調査した。そ  
の結果、結婚式または葬式に出席した人の比率が高く、  
生または発酵ブタ肉料理を食べていたことが明らかとなっ  
た。EUSA分析の結果、これらの症例のTr］Chine＝a陽性率  
は67．6％（138名中90名）であった。同地区の屠殺場のブタ  

肉1検体からThchjn釧aが検出され、T．spira】isと同定され  
た。   

ヘパリンナトリウム  
Hyg2008：78二40－  AmJTropMed  44  
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概要   

2007年4月、41歳男性が突然の下腹部痛と悪寒を呈し、  
発熱、下痢、嘔吐および眩羊のためメルボルンの病院に  
来院した。患者はヒツジ、ウシおよぴブタの死休を取り扱  
うペットフード加エをしていた。血液培養でα溶血連鎖球  
菌が検出され、AP120ストレノブ同定システムでⅠⅠ型ブタ連  

鎖球菌と確定された。オーストラリアにおけるヒトでのブタ  
連鎖球菌毒性ショック症候群の最初の症例である。  

レンサ球菌感  
感染症（PT）   染  

出典  

MedJAust2008：  
188：538－539  

32歳の男性が頭痛、寒気を伴う発熱および嘔吐が4日続  
いた後、意識不明で入院となった。検査の結果、細菌性  
髄膜炎と診断され、起因菌がブタ連鎖球菌2型と同定され  
た。患者は発病の4日前、ブタの食肉処理を行っていた。  
ポルトガルにおけるヒトでのブタ連鎖球菌感染の初めて  
の症例報告である。  

2004年9月20日に39歳日本人男性から献血された血液は  
ALT高値のため不適当とされ、HEV陽性であった。当該ド  
ナーの遡及調査の結果、9月6日にも献血を行い、HEV  
RNAを含有する血小板が輸血されていた。当該ドナーと  
親戚は8月14日にブタの焼肉を食べており、父親は9月14  
日に急性肝炎を発症し、E型劇症肝炎で死亡した。他に7  
名がHEV陽性であった。レシピエントは輸血22日日にALT  
が上昇し、HEVが検出された。   

レンサ球菌感 染  Jlnfect2008，56・  

482－483  

E型肝炎  Transfusion2008こ  

48：1368－1375  

葡菌善吉‾ エ業  
乾燥弱毒生風しんワクチン  

ウシ血液  ニューー  
ランド  

中国  

沈降精製百日せきジフテリ■  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

日局ヒト下垂体性性腺刺激ホルモン  下垂体性性  
腺刺激ホル  
モン   

下垂体性性  
腺刺激ホル  
モン   

‾‾‾‾‾‾‾‾   
石窟   

ヒト尿  

ヒト尿  中国  

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

合ワクチン 沈降精製百日せきワクチン  

5／171ページ  



一品▼  一1山 一員■亡つ■■ヨFゝ－－jナ∵∃■■モL 一一・㌔  一一・一邑弧ダニ熟′  

t 

原材料名   

弓冗グテマ 原産国  ‾‾  

含有区分  

ボリビア保健局、米国CDCの科学者および米国陸軍保健  

専門家のチームは、ボリビアの辺境で発生した致死性出  
血熱の原因として、未知のアレナウイルスを同定した  
（PLoSPathogens2008：4：elOOOO47）。1死亡例の血清検  
体からウイルスを単離し、サビアウイルスに近縁のこのウ  
イルスをChapareウイルスと命名した。  

ウイルス感染  
JAMA2008：299： 2267  

オーストラリアで一人のドナーから鹿器移植を受けた3例  

が移植後4－6遥後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを公平な迅速シークエンシングで解析  

することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規のア  
レナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシピ  
エントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルスが  
検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認され  
た。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

リンハ0性脈終髄  

膜炎  
NEnglJMed2008：  
358：991－998  

8 2008／10／14  

コンドロイテ  
ン硫酸ナトリ  
ウム   

ダルテパリ  
ンナトリウム  

コンドロイテン硫酸鉄コロイド  3  

HEVの中国長春地域の動物群における感染状況および  

系統進化の関係について分析を行った。抗HEV抗体陽性  
率は、ブタ86，61％、ウシ45．8鍋、ヒツジ7．53％、シカ43．61％、  
ニワトリ4．8肌、ウマ15．74％で、ブタにおける流行の割合は  
他の動物群に比べ明らかに高かった。また、ブタ感染  
HEVの遺伝子配列と、ヒトにおける散発性E型肝炎ウイル  
スの遺伝子型である4型の相同性が長も高かった。  

E型肝炎  ChjnJBio12007：  

20：570－574  
ヒ亜   

ProMED－  

mai】20880707．2060  

2008年7月1日、中匡l両部の市場において、疾患発生によ  
るブタのダンピングが行われている。「高熱疾患」は南部  
地域で再興の兆候を示しており、桔建省の地域では非常  
に高レベルの感染が発生している。  

SPFウズラ  

胚  乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  
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含有区分  原材料名   

原産国  日本   
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

ウシ血清  

－      、■ ＿ユ‾ソ‾ ランド、オー ストラリア  乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

ウマ血清  沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  
乾燥まむし抗毒素  
乾燥ジフテリア抗毒素  
乾燥破傷風抗毒素  

オランダ、米  

国、カナダ、  
ニューー  
ランド  

エリスロマイ  
シンラクトビ  
オン醸塩  

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

…  
古学富ブ訝  

沈降精製吉日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
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原材料名  原産国   

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

含有区分  

コレステロー  
乾燥日本脳炎ワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
日本脳炎ワクチン  
水痘抗原  

トリプシン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

ニワトリ肉エ  
該当無し  

（製造中止）  合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風局舎トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  

訝重蔵C‾‾‾‾ （製造中止）   

合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風屈合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  

ペプトン  
2008／10／15  

沈降精製百日せきジフテリア囁傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風眉合トキソイド  
ジフテリア破傷風屈合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  

50  
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生物由来成   分名  マウスの脳  
含有区分  

原産国  日本   
原材料名  一般名   

－■－－－－－－－－－－－－－－一一－－一－－－－一－－－一一一－－－－－－－－－－●‾  

日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  物病研究  

ム  コ三  

阪大微生  
物病研究  

．1ゝ． コ＝   

牛肉消化液  沈降精製百日せきシフテリア腋陽I乱混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド   

一一一■－－●■－－一一－－一一－－－－－－－－－－－－－一一一一－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－一一‾  

2007年了月19日、米国赤十字はプエルトリコにおいてNAT  
による献血のスクリーニングを行い、WNV陽性を示した3  
名をプエルトリコ保健省に報告した0これら3名はプエルト  

リコにおいてWNV感染が確認された最初のヒト症例であ  

る。WNVによりもたらされる公衆衛生上の脅威を監視およ  
び評価するためには、WNV感染に関する臨床医の意識  
向上、調査の継続ならびに教育活動が必要であるロ  

ウエストナイル  

ウイルス  
蕪…‾  蕪‾▼‖  CDC／MMWR2008：  

57（2り二577－580  
添加物  該当なし（製  

造中止品  
目）  

ヒトの血液  
人血清アル  
ブミン  

一■■－－‥…－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－一一－一一一一一＝－－－－－－－一一－－－－‾  

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
ィルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルティオウ  
ィルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffold  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検休中6検体からカルディオウイ  

ルスが検出された。  

ウイルス感染  Proc Natl Acad Scl 
USA2008：105：  

14124－14129  

オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  脱繊維牛血 液  百日せきワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  

i‾‾‾‾  蕪‾‾‾   扁‾‾‾  添加物  オランダ、ド  

イツ、オース  

トラリア、  
ニューソー  
ランド   

乳糖水和物  ワクチン  乾燥弱毒生凰しん  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  
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号  jL塵ヨ■■■Lモ≡M∃n ＿一▲、㌔  ＿一．＿＿ j弧コkィ＿暮一  「雲空：ヨきこ⊇堅竺ご罷さ▼コト   

原産国   

1966年に樹  

立したマス  
タセルバン  
クに使用し  
たヒトの細  
胞株  

該当なし（製  

造中止品  
目）  

夷デダ▼‾‾…‾  

含有区分  

倍体細胞  

痘そうワクチン  

生きたカル  
メット・ゲラン  
菌（BCG）・コ  

ンノート株  

アルグルコ  宿主細胞株  

シダーゼ ア  
ルファ（遺伝  

子組換え）  

チャイニーズ ハムスター卵 巣細胞  
は、  
Dr．Lawrence  

Chasin（CoLu  
mbia  

Unjversity）  
より入手し  
たジヒドロ葉  

酸還元酵素  

（DHFR）欠  

損チャイ  
ニーズハム  

スター卵巣  

細胞（CHO）  

細胞系であ  
る   
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生物由来成  
分名  

…  
商藤細葡  

報告者名   

ジ工ンザイ  
ム・ジャパ  

ン  

一般名   

抗ヒト胸腺細胞ウマ免疫グロブリン  

原産国   

ベルギー、  

スペイン、フ  
ランス、イタ  
リア、リトア  
ニア、ポーラ  
ンド、ノル  
ウェー、デン  
マーク、ス  
ウェーデン、  
フィンラン  
ド、スロバキ  
ア、チェコ共  
和国  

含有区分  

〔羊繭陳‾‾‾…  

玩〔ド胸懐‾‾ 細胞ウマ免  
マ免雪空クロブリン  

疫グロブリン  

抗ヒト胸腺細胞ウマ免疫グロブリン  製造工程  
‾  

萌瓦謹言「  
ローマ  

胎盤組織  

ヒト血液  
アメリカ  

ヒト胎盤  
フランス  

ペルーIquitos地域のラットから新規のレプトスピラを同定  

し、’′LeptospiraLicerasiac”serovarvarlllalt名づけた。同  
地域の急性レプトスピラ症患者の30ワもで”Leptospけa  

Iicerasiae”serovarvan”a‖二対するMAT抗体が高力価で  
検出されたが、ペルーの他の地域では7ウiであった。この  

新規のレプトスピラ種はアマゾンの生物学的多様性を反  
映しており、ペルーアマゾンにおけるレプトスピラ症の重  
要な原因と考えられる。  

レプトスピラ症  
ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン  

‾‾  
亡羊繍毛語  
性腺刺激ホ  
ルモン   

PLQSNegITrop Dis  
2008こ2・e213  

ウイルス感染  出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。Rl㌧PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  
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感染症（PT）   

細菌焙染  

出典   

第82回 日本感染  

症学会総会 099  
2008年4月17－18日  

概要   

平成17－19年度に国内医療機関より検査依頼のあったヒ  

ト刺唆マダニについて病原体検索を行った。その結果、52  
症例54個体中3例で寄生マダニよリボレリアDNAが検出さ  
れた。80rreliavalaisiana近縁種による世界で初めてのラ  
イム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症  
SoutherntJCk－aSSOCiatedrashi”nessが国内のキチマダ  
ニによって媒介される可能性を初めて示した。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

米国で、小腸のBurkittリンパ腫で化学療法を受けた後、  
同種臍帯血移植を受けた6歳の男児が移植5ケ月後に致  
死性の高進行性脳症を発症した。剖検により脳内の海綿  
状変化が明らかとなり、多くの臨床経過所見がTSEと一致  
していた。生前および死後の検査では病因を特定できな  
かった。化学療法や抗ウイルス療法による後天性ミトコン  
ドリア病である可能性も除外できなかった。同種造血幹細  
胞移植後の海綿状脳症の初めての報告である。  

Pediatr Transplant 
2008：12：95－98  

手足口病  WHO2008年5月1 日  
中国における工ンテロウイルス：2008年4月29日現在、中  
国で乳幼児におけるエンテロウイルス（EV－7川こよる手足  
口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死亡20  
例はAnhui省Fuyang市である。死亡例は全てEV－71感染  
による神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡  
した。全症例の死亡率は3月10－31日は11％であったが、4  
月17－29日には0．2％に減少した。  

k  

■‾‾‾‾‾‾  
芋ジグ煎  

WHO2008年4月10 日  2008年3月28日現在、ブラジル保健局はデング出血熱647  

例を含むデング熱症例120570例を報告している（うち死亡  

48例）。2008年4月2日、リオデジャネイロ州は確定死亡例  
67例および調査中の死亡例58例を含む57010例を報告し  

た。剛刊では過去5年間はDEN－3が主なセロタイプであっ  
たが、DEN－2の循環が再興しており、小児における重篤  
例および死亡例が増加している。  

結核  英国MidIandsで2001－2005年にMycobactenumbovis感染  
と同定された患者20名全員をDNA加g叩血tingで評価し  

たところ、6名のクラスターが同定された。6名は全員が若  
い英国出身者で、共通のバーに出入りしていた。6名中5  
名は肺疾患を有し、1名はMbovis髄膜炎で死亡した。1名  
以外は低温殺菌されていない牛乳の摂取やウシとの接  
触もなく、共通のバーでのヒトヒト感染が示唆された。   

Lancet2007；369こ  

1270－1276  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

出典  

Ann Neurl）I2008ニ  

63．697－708  

概要   

米国の国立プリオン病病因調査センターに2002年5月か  
ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62歳）  
を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色パターン  
およびマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは  
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  
PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感  
受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プリオン病  
の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。  

ニューー  
ランド、オー  

ストラリア   

デンマーク  トロンビン  トロンポプラ  

ステン  ブドウ球菌感 染  
2003年オランダで、Smahパルスフィールドゲル電気泳動  
でタイピング不可能な新規のメチシリン耐性黄色ブドウ球  
菌（NT－MRSA）が出現した。ケースコントロール試験の結  
果、NT－MRSAのキャリアはブタまたはウシ飼育農家に多  
かった。またNT－MRSAは新規のクローン複合体ST3981＝  
属していた。2002年にはヒトにおけるNT－MRSAは飢で  
あったが、2006年には同国の全MRSAの20％以上がNT－  
MRSAによるものであった。動物宿主由来のMRSAがヒト  
に感染したものと考えられる。  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単組し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びしRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

2007ニ13ニ1834－  EmergInfectDis  1839  

日本製薬  
乾燥抗HBs人免疫グロブリン  抗HBs抗体  ウイルス感染  米国  有効成分  PLoS Pathogens 

2008．4：elOOOO47  

リン八つ性脈絡髄  

膜炎  bostoncom2008年 5月13日  

2008年5月12日の保健当局発表によると、ボストンの病院  
で検出が難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移  
植された70歳女性が死亡し、57歳男性が危篤である。ド  
ナーと患者2名の検体をCDCが検査したところ、全員、リ  
ンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス（しCMV）陽性であり、ドナー  

からの伝播であったことが確認された。移植前にはエイズ  
ウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行ったが、LCMVの  
検査は行っていなかった。   
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パルボウイル  
感染症（PT）   ス  

出典   

FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  

ダンス（案）  

概要   

血策由来製品によるパルボウイルスB19伝播リスクを低  

減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  

案が示された。全ての血紫由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルス819DNAのウイルス負荷を確実に 10000IU／ 

ml未満とするため、製造過程の品質管理検査 としてNATを実施すべきである 

。ミニプール中でのNATの  
感度は少なくとも1000000IU／mはするべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。  

ウイルス感染  80609に同じ  PLoS Pathogens 
2008ニ4：elOOOO47  

boston．com2008年  

5月13日  

FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  

ダンス（案）   

8l00d2007：110（11．  

P8rtl）：853  

‾  
砺；稽藤蕗葡  

膜炎  

／くルポウィル  

ス  

バベシア症  

80609に同じ  

80609に同じ  

米国コネチカット州での輸血によるBabesiamicrot感染の  

危険性を評価するため、2004－2007年に収集されたドナー  
とレシピエントの保存検体を検査した。その結果、45回の  
赤血球輸血を受けていた患者1例でBabesiamicro厄感染  

が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定すること  
はできなかった。危険性は1920回の赤血球輸血で0例ま  
たは1例と計算された。  

蔦才プチJ仁王ジ ザ  ユーラシアおよび北米系続のH7型トリインフルエンザウイ  
ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH了N2  

型はα2－6結合シァル酸に対する親和性を高めたHAを保 有していた 

。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  
殖し、直接接触で感染できることが確認された。  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008：105：  

7558－7563  

デング熱  高力価の培養デングウイルス セロタイプ2をアルブミンお  
よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  

およぴウイルスろ過）前の検体に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  
アツセイおよぴRT－PCRで測定した。その結果、全てのエ  
程が不活化・除去に有効であることが示された。   

Tr8nSfusion2008；  

48：1342－1347  
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概要  

80611に同じ  

焙染症（PT）   

バベシア症  

出典  

8lood2007：110（‖．  

Partり：853  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008：105．  
7558－7563  

蔦フラテル王ジ  
ザ  

デング熱  Transfusion2008：  

48：1342－1347  

米国コネチカット州での輸血による8abesiarTlicroti感染の  
危険性を評価するため、2004－2007年に収集されたドナー  
とレシピエントの保存検体を検査した。その結果、45回の  
赤血球輸血を受けていた患者1例でBabesiamicrot感染  
が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定すること  
はできなかった。危険性は1920回の赤血球輸血で0例ま  
たは1例と計算された。  

バべシア症  Blood2007．110（11． Partl）．853  

ユーラシアおよび北米系続のH7型トリインフルエンザウイ  
ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3聖、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はげ2－6結合シァル骸lこ対する親和性を高めたHAを保  
有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  
殖し、直接接触で感染できることが確言忍された。  

鳥インフル工ン  
ザ  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008：105．  

75587563  

高力価の培養デングウイルス セロタイプ2をアルブミンお  
よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  

およぴウイルスろ過）前の検休に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリ7ランスをVeroE6細胞培養ドおけるTCID50  
アッセイおよびRT－PCRで測定した。その結果、全てのエ  
穫が不活化・除去に有効であることが示された。   

デング熱  Transfusion2008．  

48・1342－1347  
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慾染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

出典  

American Society 
of  

Hen18tOlogy／Press  
Releases2008年8  

月28日  

概要   

BIood誌のprepublishedonIineに掲載されたヒツジにおけ  
る研究によると、輸血によるBSE伝播のリスクは驚くほど  
高い。エジン′くラ大学で行われた9年間の研究は、BSEま  
たはスクレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病  
伝挿率を比較した。その結果、BSEおよびスクレイピーと  
も輸血によりヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する  
前のドナーから採取された血液によっても伝播することが  
示された。  

リンハ○性脈絡髄 膜炎  オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ○性脈絡髄膜射こ関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ポl）ビアのCochabarnba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
里離し、アレナウイルスと同定した。RトPCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

NEnglJMed2008：  
358二99ト998  

ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008：4こelOOOO47  

リンハ○性脈絡髄  
膜炎  

boston．com2008年 5月13日  2008年5月12日の保健当局発表によると、ボストンの病院  
で検出が難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移  
植された70歳女性が死亡し、57歳男性が危篤である。ド  
ナーと患者2名の検体をCDCが検査したところ、全員、リ  
ンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）陽性であり、ドナー  
からの伝播であったことが確托された。移植前にはエイズ  
ウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行ったが、LCMVの  
検査は行っていなかった。   
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パルボウイル  
感染症（PT）   ス  

出典   

FDA／C8ER2008年  

7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

概要   

血柴由来製品によるパルボウイルスB19伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血策由来製剤について、製造プー  
ル中の／〈ルポウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  
10000ル／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの  
感度は少なくとも1000000tU／mlとするべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手しこ患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
皇離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

ウイルス感染  PLoSP∂thogens  
2008．4ニelOOOO47  

平成1ト19年度に国内医療機関より検査依頬のあったヒ  
ト刺岐マダニについて病原体検索を行った。その結果、52  
症例54個休中3例で寄生マダニよリボレリアDNAが検出さ  
れた。Borreliavalaisiana近縁種による世界で初めてのラ  
イム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症  
SoutherntlCk－aSSOCiatedrashi”nessが国内のキチマダ  
ニによって媒介される可能性を初めて示した。  

細菌感染  
第82回 日本感染  

症学会総会 2008  
年4月17－18日 099  

‾‾  
車硫福孝吉二す節コモプラ三言二育三テ：フジドネ㌻テニタフ  

に滞在していた29歳女性が帰国2ケ月後に390cの発熱と  
著明な血小板減少を呈し、血液塗抹棟本鏡検で三日熟マ  
ラリア原虫と四日熟マラリア原虫が貫忍められ、治療され  
た。後日、血液塗抹標本から抽出したDNAをPCR検査し  
たところ、三日熱マラリアとサルマラリアの重複感染と診  
断された。サルマラリア感染は国内では検索した範囲で  
は報告がない。  

中国における工ンテロウイルス．2008年4月29日現在、中  
国で乳幼児におけるエンテロウイルス（EV71）による手足  
口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死亡20  
例はAnhui省Fuyang市である。死亡例は全てEVr71感染  
による神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡  
した。全症例の死亡率は3月10－31日は11％であったが、4  
月17－29日には02qbに減少した。   

マラリア  第82回 日本感染  

症学会総会 2008  
年4月1ニト18日 431  

WHO／EPR2008年5 月1日  

手足口病  
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感染症（PT）  細菌感染  

出典  

IASR2008；29：  
194－195  

概要   

肺炎患者の喀痍と患者が入浴した温泉水からしeg10ne‖a  
rub相ucensを分離した。患者喀痍と温泉水から分離され  
たL．rubr］lucensについてPFGEによるDNA切l折パターンを  
調べたところ、同一パターンであった。レジオネラ症患者  
からの菌分離はL．pneumophilaが主であり、当該菌のヒト  
からの分離例は国内外で初めてである。  

ウイルス感染  出血熱症例の小さな流行が、ZOO3年1之月と之004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

平成1ト19年度に国内医療機関より検査依穂のあったヒ  
ト刺唆マダニについて病原体検索を行った。その結果、52  
症例54個体中3例で寄生マダニよリボレリアDNAが検出さ  
れた。Borreliavalaisiana近縁種による世界で初めてのラ  
イム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症  
SoutherntJCk－aSSOCiatedrashillnessが国内のキチマダ  
ニによって媒介される可能性を初めて示した。  

PしoSPathogens  
2008：4：elOOOO47  

細菌感染  
第82回 日本感染  

症学会総会 2008  
年4月17－18日 099  

マラリア  
第82回 日本感染  

症学会総会 2008  
年4月17－18日 431  

平成18年5－9月にパプアニューギニア、インドネシア、タイ  

に滞在していた29歳女性が帰国2ケ月後に390cの発熱と  
著明な血小板減少を呈し、血液塗抹標本鏡検で三日熟マ  
ラリア原虫と四日熟マラリア原虫が認められ、治療され  
た。後日、血液塗抹棟木から抽出したDNAをPCR検査し  
たところ、三日熟マラリアとサルマラリアの重複感染と診  
断された。サルマラリア感染は国内では検索した範囲で  
は報告がない。  

肺炎患者の喀疾と患者が入浴した温泉水からLegione帖  
rub用ucensを分離した。患者喀疾と温泉水から分離され  
たLrubrilucensについてPFGEによるDNA切断パターンを  
調べたところ、同一パターンであった。レジオネラ症患者  
からの菌分離はL．pneumophitaが主であり、当該菌のヒト  
からの分離例は旦内外で初めてである。   

細菌感染  IASR2008：29：  

194－195  
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概要   

アルゼンチンCordoba州の公立病院において、輸血を受  
けた集中治療中の患者2名がHlVに感染した。供血者は  
12月に供血した時にはHIV陰性であった。5月に再び供血  
した時にはHIV陽性であったが、血液は既に使用されてい  
た。アルゼンチンでは約12万人がHlVに感染している。  

出典  

WTOP news．Com  
2008年8月15日  

2008年3月5日、フィリピンの保健当局は、首都近郊の市  
で1ケ月の内に1400人以上が腸チフス症状を示したと発  

表した。2008年2月16日以降、1477例が腸チフス症状を  
呈し、うち436例が6ケ所の病院で治療を受けた。腸チフス  
検査は高価なため、その内の37例が血液検査により確定  
されただけである。今までのところ死亡例は報告されてい  
ない。  

細菌性胃腸炎  ProMED－  

mai12008030505，09  

01  

2008年2月26日に発表された「世界における抗結核薬耐  

性」と超する報告によると、多剤耐性結核（MDR丁自）が今  
までで最高を記録した。この報告は、2002年から2006年  
に81ケ国で収集された結核患者90000名のデータに基づ  

く調査結果である。広範囲薬剤耐性結核菌（XDRイB）が  
45ケ国で記録され、また川∨感染とMDR一丁日との関連性が  
示された。毎年50万近くの新規のMDR一丁B患者がいると  
WHOは見積もっている。  

結核  ProMED－  

mai120080228 0813 

パキスタンにおけるトリインフルエンザの状況（update2） 
以前報告されたPeshawarの家族クラスターに関する最終  
的なH5Nl感染試験結果が提供され、血清学的検査によ  
り更に2例のH5Nl症例が追加された。これらの検査結果  
は2007年12月のアウトブレイク調査の疫学的知見を支持  
する。家族内での限定的なとトヒト感染が発生したが、コ  
ミュニティーヘは拡大しなかった。  

WHO／EPR2008年4 月3日  

2007年12月にトリインフルエンザにより死亡した24歳の中  

国人男性は、52歳の父親に直接ウイルスを感染させた  
（ヒトヒト感染）と、2008年4月7日に医師が報告した。中  
国当局は息子から父親に感染したと考えていると発表し  
ていたが、遺伝子配列や他の検査から裏付けられた。   

マレーシアにおいて2008年1月～3月に、9889例がデング  
熱と診断され、その内26例が死亡したと疾病管理当局が  
述べた。昨年同時期は13949例で内34例が死亡で、昨年  
より減少している。シンガポールでは死亡率の高いデン  
グ出血熱が発生している。2008年り弓～3月における感染  
数は2007年同時期より60％多い。   

ProMED－  
mait20080408．1292  

蔦才シテ7［吉ジ ザ  

ProMED－ mai1200804141346  デング熱  
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感染症（PT）   

‘……  
芋ジグ熟  

出典  

ProM［D－  
mai120080519，1668  

概要   

フィリピン保健局国立疫学センターの調査によると、2008  
年1月1日～4月10日のデング熱症例数は9555例で、2007  
年同時期よりほぼ30％多い。デング熱による死亡例は111  
例で、昨年よリ29例多い。首都地区で2443例の犠牲者が  
報告されている。   

2008年5月22日、インドKarnataka地方では2100例以上が  
テクングンヤと確定されており、テクングンヤ症例軌ま、  
4000例以上と推定されると副長官が述べた。Sulliataluk  
が最悪で、報告された2100例のうち1300例が同地区の症  
例である。   

スリランカRatnapura地区におけるテクングンヤ症例は  
10000－15000例であることが明らかとなった。テクングン  
ヤ症例の急激な増加を受けて、緊急事態が五言された。  

テクングニヤウ イルス感染  
ProMED－  

mai120080523．1697  

テクングニヤウ  
イルス感染  

ProMED－  

mai120080602．1759  

結核  2008年7月2日付け7－DayNewsの報道によると、ミャン  
マーでは、サイクロンの発生後2ケ月でサイクロンの被害  
者21834例が結核感染していることが確認された。結核以  
外の疫病はサイクロン被害地域で発生していない。  

インドネシアJakartaTimurでは、65地区中46地区がデン  
グ熱警戒地区に指定された。Jakarta東部ではデング熱患  
者数が合計7026例に達した。  

ProMED－  

mai120080703．2031  

デング熱  ProMED－  

mai120080707．2059  

亨ジグ紺‾‾‾‾‾‾  2004年のシンガポール丁∂nTockSeng病院のデング患者  

について、初回診察時の人口統計学的、臨床的および臨 床検査変数をデング出血熱（DHF）発症傾向を決定するた  

めに比較する、後ろ向きコホート研究を行った。デング患  
者1973例のうち‖8例（6％）がDHFで、内82例（4．2％）が入院  

中にDHFを発症した。多変量解析の結果、初回診察時の  
出血や血中尿素の増加などがDHF発症を予測する上で  
有用と思われた。  

2008年7月31日、タイの公衆衛生当局は、デング熱が国  
中に広がり、今年になってから今までに40000名以上が感  
染し、48名が死亡したと述べた。ベトナムでは2008年7月  
下旬現在、21000名のデング熱症例が報告されている。   

JClinViro12008：  

42：34－39  

デング熱  ProMED－  

mai120080806．2407  
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概要   

●－－－－－－－－－－－一一－－－－－一－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一－－－－－一一－－一一‾■－－  

ラオスでは今年になってから1900名以上のデング熱症例  
が発生し、その内18名が死亡したため、保健当局は注意  
を呼びかけている。2008年7月には約500症例および死亡  
15例が報告され、この数字は更に増加している。  

出典  

ProMED－  
ma1120080811 2486 

感染症（PT）   

デング熱  

アメリカ、カ  

ナダ  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド、  

アメリカ  

オーストラリ ア、ニュー ジーランド   
アメリカ  

インターフェロン ガンマー1∂（遺伝子組 換え）  

一－－■■－－－一一－－一－－－－一一一－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－■■t■t 一－－－－－－－－‾■■  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検休から非細胞障害性ウイルスを  
単軌し、アレナr）イルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

ウイルス感染  ‾  蕪■‾‾  盲‾‾  添加物   
ヒト血液  

人血清アル  
ブミン  

PLoS Pathogens 
2008：4・elOOOO47  

インターフェロン ガンマー1a（遺伝子組 換え）  

■■●一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－一一一－－－－－－－－‾‾‾‾‾ 2002年1月～2006年12月にドイツのボン大学病院の3次  

NICUに入院した1804例の超低休重出生児の診療吉己録  
を、壊死性腸炎（NEC）診断について後ろ向きに調べた。そ  
の結果、ウイルス検査でNECと同定された32例中6例  
（1鍋）の大便中にヒトアストロウイルスが検出された。未  
熟児におけるNEC発症に同ウイルスが関与することが示  

唆され、NEC患者の検便検査に同ウイルスを含めるべき  
である。   

ウイルス感染  Pediatrlnfect DisJ  
2008：27．347－350  

低分子ヘパリン  
日本臓器   

米国、  
ニューー  ジ ランド、オー ストラリア  
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報告者名   

日本臓器  

原材料名  原産国   

米国、  

ニュージー  

ランド、オー  
ストラリア  

含有区分  

亡羊嵩五頑‾‾  
ヒト血液  

ドイツ  

ヒト胎盤  
ドイツ  ヒト胎盤ホモ  

ジネート  

培養ヒトリン  
パ芽球（JM  

細胞株）  

ドイツ  

パ性白血病  
患者）末梢血  

抗ヒトTリン  

パ球ウサギ  
免疫グロブ  
リン  

新鮮凍結人  
血莞  

ドイツ、ハン  

ガリー   パ芽球免疫  
ウサギ血清  

細菌怒染  ルック／くック調査でPropionibactenumacnes汚染が推定  
される血小板濃縮製剤（PC）の保存から輸血までを追跡し  
たところ、輸血後の有害事象は見られなかった。Invjtro  
試験でプロピオン散菌属の臨床分離菌をPCに搾種し、好  
気的に220cで10日間保存という条件下での生育を調べた  
ところ、細菌の生育は緩慢か生育を認めなかった。プロピ  
オン酸菌属lまPC保存条件下では増殖しないため、検出さ  
れないか、輸血後に検出されると考えられた。  

骨髄異形成症候群と汎血球減少症の79歳男性が、血小  
板輸血と続いて赤血球1単位の輸血を受けた。40分後  
に39．60cの発熱、硬直、背部痛、低血圧および低酸素症  
を呈し、輸血は中止された。患者は抗菌剤による治療で  
回復した。患者の血液および赤血球バッグの残存物から  
Streptococcuspneumoniae血清型4が検出された。赤血  
球輸血によるSpneumoniae感染の初めての症例である。  

Vox Sanguinis  
2008：94：193－201  

Transfusion2008：  

48：1520－1521  

感染  血小板漉厚液における∪VC照射の病原体不活化能を検  
討した。∪VC照射は、血／ト板の品質に影響を及ぼさず  

に、細菌（表皮ブドウ球菌、黄色ブドウ球菌および大腸  
菌）ならびに伝播性胃腸炎ウイルスなど広範なウイルス  
（HIVおよぴシミアンウイルス40を除く）を不活化することが  

できた。しかし、川∨のような血液感染性ウイルスに対応  
するには、∪VC法をさらに最適化することが必要である。   

Transfusion2008：  

48：304－313  
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概要   

欧州の3つの血液センターにおけるアモトサレンおよび  

∪VAによるフォトケミカル処理（PCT）過程のプロセス／〈リ  

デーション試験を行った。フィブリノーゲンおよび第Vll偲  
子はPCTにより平均26％減少したが、治療用血焚として十  
分なレベルを保持していた。他の凝固因子は対照FFPの  
レベルの8卜97％であった。PCT処理済FFP中の凝固因子  
が治療用血渠lこ関する欧州規制および国内基準の範囲  
内に保持されることが示された。  

感染症（PT）   

感染  

出典  

Transfus10∩2008：  

48二697－705  

化学的または光化学的遺伝子修飾に基づいた血液製剤  
中の病原体不活化（PI）は広範囲のスペクトルの予防的ア  
プローチである。溶媒界面活性剤（SD）およびメテレンフ  

ルー法は欧州の多くの国で使われている。アモトサレン  
（Intercept）、リボフラビンを用いた新しい方法が導入され  

ている。リボフラビン、UVおよび可視光線を用いる血小板  
（PC）、血策および赤血球のためのPI法が開発中である。   

アモトサレンと紫外線A波で光化学処理した血小板  
（PCTpPLT）の輸血に関連する有害事象を調べるために  
能動的血液安全監視プログラムを実施した。患者1400名  
に7437件のPCT－PLTが輸血され、その内、68件が有害  
事象と関連付けられた。PCT－PLT輸血に関連した急性輸  
血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であった。  

感染  Vox Sangu血is  

2008：95（Suppl．り，  

2A－SOl－02  

怒染  Vox Sanguinis  
2008ニ94・315－323  

急性ブルセラ症患者39名の血液検体中の8ruce‖aDNA  
の存在をRTPCR法により調べた。その結果、治療終了時  
では87％、治療完了後6ケ月では77？も、治療後2年を過ぎて  

も70％の患者で、無症候性であるにもかかわらず、  
BruceIlaDNAが検出された。適切な治療を行い、回復し  
たように見えても、BrucelraDNAは存続する。ブルセラ菌  
は除去不可能な持続性の病原体である。   

血小板濃厚液の輸血後に、TRAU様の急性呼吸不全と髄  
膜炎を併発し、血小板残液からBac州uscereusが検出さ  
れた症例の報告である。TRAU様の急性呼吸不全を呈し  
た膵は、輸血後感染症も視野に入れた対応が必要であ  
る。髄膜炎併発例の報告はこれまでに無いが、輸血後慾  
染症治療では髄液移行性も考慮した抗生剤選択が求め  
られる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行するこ  
とが、診断及び同一菌株の証明に重要である。   

己古己ぼ蘭篠疎蘭盲協石〔モ嶺薮あ両頭宣〔たす）亡妻富  

ラ血清型セントポールのアウトブレイクを調査している。生  
のトマトの摂食が原因と考えられている。2008年4月以降  
2008年7月7日までに、米国の41の州、ワシントンD．C．およ  
びカナダで991名の患者が同じ遺伝子パターンのサルモ  
ネラ血清型セントポールに感染したことが確認された。   

ブルセラ症  
Clin lnfect Dis 

2008：46・e13卜136  

細菌怒染  
第56回 日本輸血t  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
WS－3－3  

サルモネラ  
CDC2008年7月8日  
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感染症（PT）  葡ぎ  

出典  

SignOnSanDiego．co  
m 2008年3月26日  

概要   

カリフォルニア州サンディエゴ郡の年間梅毒症例数は、最  
低となった2000年の28例から昨年（2007年）は340例まで  
急増した。州の他の大都市の郡と比べて非常に急激な増  
加である。増加率は州全体の2倍以上、全画の3倍以上に  
なる。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診  
断された人々と連絡をとって、性的パートナーを探し、検  
査を受けるよう勧めている。   

‾‾‾‾‾  
東面亭繭亨ほ商な葡瓦たま盲ぎ考ぇ盲弄る盲；忘；這  バベシア症  American Society 

for Microbiology 
lO8th General  
Meetlng 2008年6  

月卜5日、Boston  

micro七感染症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血  
球輸血後、吐き気と発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死  
亡した。血液塗抹棟木で赤血球の5－15％にトロフォゾイ  
ト（栄養体）があった。患者血液検体中でβabesiaは形態  
学的に確認され、PCRで8．micro七陽性であった。輸血さ  
れた製剤の供血者のうち1名が8，micro七陽性であった。  

アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

米国で全供血看を対象にしたT巾anosomaCruzi検査が  
2008：95（Suppl．1）：  

∨oxSanguinis  39  

導入された200丁年1月30日以降、最初の10ケ月間、供血  
看の調査を行った。適合供血のうちEUSA法で反復腸性  
（RR）となったのは0．013％（90／65147りで、そのうちRIPA陽  
性は34％（28／82）で、陽性確認率は0．0043％であった。全供  
血のスクリーニングは費用対効果が低く、出生地と初回  
供血者に絞った対策の検討が示唆された。  

原虫感染  リーシュマニア症は生物媒介性疾患で、南ヨーロッパに定  
2008：14：1013－  EmerglnfectDis  1018  暮しており、毎年700例近く、トルコを含めると3950例のヒ  

トでの感染が報告されている。無症候症例は臨床症例の  
30－100倍とみられ、また飼い犬の血清楊性率は25％と推  
定される。薬剤耐性Leishmaniainfantumがイヌを介して拡  
大するおそれもある。全ヨーロッパレベルでの研究が必要  
である。   

ネコノミが媒介するRickettsiafelis感染症のヒト症例は世  

界中で報告されている。症状は発疹熱やデング熱などに  
類似しており、実際よりも少なく推定されている可能性が  
高い。ヒトの健康を脅かす感染症として今後調査が必要  
である。  

リケッチア症  
2008：14ニ1019－  EmergInfectDis  1023  

デング熱  1998～2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  
患者全員の医療紀錨をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（9肌）がデング熱、3例（2％）がデング出血熱  

であった。1例が輸血により感染したデング熱であった。  

116例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ ス1 

ル型が最も多く、次に2型、3聖、4型の順であった。死  
亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  

HongKongMedJ  
2008：14：170－177  

ベきである   
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概要   

‾  
支葡嵩よび束亮衰盲＝夕方盲二号享シテカ〕古事荊ヲ軒 地域のウエストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめ  

た。WNV感染は2001年にCayman諸島とFloパdaKeysの住  
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシコなど囁  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離  
抹が必要である。  

2008年7月7日、トルコのBursa、CanakkaleおよぴSamsun  
の病院でダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱に  
よリ3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となった。  
保健省はダニに注意するよう呼びかけ、暖まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。  

大阪における1997－1999年の献血者979052名中102名が  

ヒト／くルポウイルスB19啓染看であった。β19感染者のう  

ち20名のB19DNA、IgGおよぴJgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、819感染の症  
状を報告した者はいなかった。B19急性感染後の血焚ウ  
イルスカ価は約1年で10－1∪／mL未満、約2年で10ユIU′′′mし  

未満まで下がることが示された。  

スウェーデンにおけるPリリmataウイルスの予期せぬ大規  

模アウトブレイクにより、2007年の∨畠sterbotten地方の流  

行性腎症患者の数は100．000人当リ313人に至った。音菌  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。  

オーストラリアBr■Sbaneの動物病院のスタッフが致死性の  
ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感  
染したウマ数頸を治療後、感染した。前回のアウトブレイ  
クは1994年で調教師1名とウマ14頸が死亡した。同ウイル  
スがヒトヒト怒染するとのエビデンスはなく、拡大する危  
険性はない。  

感染症（PT）   

ウエストナイル  
ウイルス  

出典  

Rev Panam Sa山d  

Pub＝ca2006：19■  

112－117  

コンゴ・クリミア  

出血熱  
ProMED－  

mai120080709．2092  

パルボウイル ス  Transfusion200計  

48：1036－1037  

ハンタウイルス  EmerglnfectDIS  
2008：14：808－810  

ウイルス感染  ProMED－  

maiほ00807202201  

国立プリオン病病因調査センターの患者11名（平均発症  
年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色／くターンおよぴマイクロプラークの存在が、既知のプリ  

オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アqゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Ann Neuro12008：  

63・697－708  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

出典  

JViro12008；82二  

3697－3701  

概要   

非典型的BSE株の1つであるBASE（またはBSE－L）の感染  
性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニツ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月後に感染  

し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
8AS亡骸染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  
イソフォームは、元のウシ8ASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。  

OIE／Wor曽danim∂l  

health situation  
2008年3月31日  

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から  
国際獣疫事務局（OIE）に報告された畜牛におけるBSE症  
例数である。2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頭、  
ポルトガル33最戸、ドイツ16頭、日本およぴポーランド10  

頸、フランス8頭、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頭、  

チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよびオランダ2亘頁、ス  

ロベニア、スウェーデンおよび米国l頭である。2008年に  
は、これまでにカナダ1頭、アイルランド6豆紬ミ報告されて  

いる。  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（OIE）に報告  
されたBSE放である。1987年以前は英国全体で446頭で  
あったが、1992年には37280頭となった。その後、減少し、  
2007年には67頸となった。2008年は3月31までに10頚報  
告されている。  

BSE  

OIE／Worldanimal  

hea圧h situa厄on  

2008年4月17日  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

野生型マウスおよぴヒトPrPを発現しているトランスジェ  

ニツクマウスに、輸血関連vcJD感染第1号症例由来の脳  
材料を接種し、輸血によるヒトヒト間の2次感染後の  
vcJD病原体の性質について調べた。その結果、潜伏期  
間、臨床症状、神経病理学的特徴およぴPrP型につい  
て、VCJD（輸血）接種群はvCJD（BSE）接種群と類似してい  
た。VCJD病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な  
変化が起こらないことが明らかとなった。  

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスターZ2匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫租植化学的分析では、  
腎施における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。   

フランスの新規HⅣ診断例における川∨－2およぴHⅣ－1グ  

ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月  
に10184例のHⅣ新規診断症例が報告されたが、HIV－2お  
よぴHlV－1グループ0型感染の割合は、各々、l．8％およぴ  
0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  

により感染した流行地域出身の患者であった。HIV－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  
あった。   

PLoSONE2008：3： e2878  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

2008：14：1406－  EmerglnfectDis  1412  

川∨  

AIDS2007：21： 235卜2353  
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概要   

米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
（MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  
年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。  

インフル工ンザパンデミックと血液供給に関するAABBの  
作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  
た。／くンデミック時には適格な供血者数が制限されること  
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短〈  
することが最も有効であるとしている。  

出典  

ABC Newsletter  
2008；No．262008年  

7月4日  

インフルエンザ  
Repo止2008年2月  
AA8B Weekly  29日  

米国におけるパンデミックインフルエンザの血液供給に対  
する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血量が  
50％減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。  

インフルエンザ  
2008．95（Suppl、り・  Vox Sangulnis  40  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  

体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単軌し、アレナウイルスと同定した。R十PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

最小感染呈を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  
CのH8Vを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染量（CID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染量を接種したチンパン  
ジーにおけるH8VDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  

55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

B型肝炎  Transfusion2008：  

48．286－294  

FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体（抗HBc抗体）が陽  

性となったために供血延期となうた供血者のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBc抗体が2回以上陽性となった供血者は無  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目  
に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
HBc抗休および高感度H8VNATによってHBV感染が否  
定された場合は供血可能となる。   

FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

B型肝炎  
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感染症（PT）   

B型肝炎  

出典  

ClinlnfectDis  
2008：47：e52－56  

概要   

2000年1月から2004年12月に日本で新たにB型肝炎表面  
抗原陽性となった患者を調査したところ、552名中23名  
（4％）がHBV再活性化で、529名が急性B型肝炎であった。  
再活性化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およぴHBV  
DNA値が有意に高く、AJTおよぴアルブミンピーク値は低  
かった。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全と  
なり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有  
意に高かった。  

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血  
関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
HBVが61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  
原休を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  

B型肝炎C型  
肝炎  

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－2丁日  P－033  

C型肝炎  
‾‾  

ララジ支お天草高嶺石正義議許三三す〔ぞ前古も海商ヴ  
スクにおける環境汚染および棟準的注意の非遵守の役  
割を評価した。試験期間中にHCV腸性となった2名のうち  
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル  
ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら  
かとなった。環境表面検体740例中82例がヘモグロビンを  
含み、その内6例がHCVRNAを含んでいた。手の衛生に  
関する遵守率は37％、患者ケアの直後に手袋をはずして  
いたのは33％であった。  
2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  

を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV悠染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

ClinInfectDis  

2008：47：627－633  

E型肝炎  N Eng】JMed2008：  
358：811－817  

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
0－026  

北海道地区において現行プールNATスクリーニングの残  
量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。陽性献血者85例について追跡調査および  
遡及調査などを行なった。陽性献血者の多くは動物内臓  
肉を食してH［∨に感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的なホ症候性一過性感染の経過を  
たどった。  

スペインでブタに曝霜しているヒト101名と曝露していない  

ヒト97名におけるHEV感染の有無を調べた。抗HEVIgG保  
有率は曝露群では18．8％、非曝需群では4．1％であった。ブ  

タに拝するヒトの抗HEVIgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）で  

あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。   

盲暫醇葵‾‾…‾■  AmJTropMed  
Hyg2008：78：  

1012－1015  
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感染症（PT）   

‾‾‾‾‾‾  
葡薗薗嘗  

出典   

ArnencanSociety  
for Microbiology 
lO8th General  

Meeting2008年6月  

ト5日  

概要   

マサチューセッツの医療センターで品質管理のため使用  
された廃棄製剤、使用期限切れロット、アフエレーシスの  
残りの人血清アルブミン製剤を入手し、クラミジアの有無  
を調べた。その結果、PCR及びウエスタンプロットにより、  

4社の20製剤全てにおいてクラミジアの存在が確認され  
た。また、invitro培養を行ったところ11検体（55％）でクラミ  

ジア生薗が生育した。  

1998－2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  
患者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（98％）がデング熱、3例（2％）がデング出血熱  

であった。1例が輸血により感染したデング熱であった。  

116例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ  
ルス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であった。死  
亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  
べきである。  

文献および未発表データから、ラテンアメリカやカリブ海  
地域のウエストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめ  
た。WNV啓染は2001年L＝Cayman諸島とFloridaKeysの住  
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシコなど周  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス滅弱または他の可能性を検討するためには分離  
株が必要である。  

2008年7月7日、トルコのBursa、CanakkaleおよびSamsun  
の病院でダニ媒介性疾患であるクリミアtコンゴ出血熱に  
よリ3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となった。  
保健省はダニに注意するよう呼びかけ、岐まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。  

デング熱  HongKongMedJ  
2008：14・170－177  

ウエストナイル  

ウイルス  
RevPanam Sa山d  

PubIica2006ニ19：  

112－117  

コンゴ・クリミア  

出血熱  
ProMED－ mai120080709．2092  

パルボウイル ス  
大阪における1997－1999年の献血者979052名中102名が  

ヒトパルボウイルス8柑怒染着であった。即9怒染着のう  
ち20名のB19DNA、IgGおよびIgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、B19感染の症  
状を報告した者はいなかった。819急性感染後の血焚ウ  
イルスカ価は約1年で†0－IU／mL未満、約2年で†0∋IU′′′mL  

未満まで下がることが示された。  

スウェーデンにおけるPuumaJaウイルスの予期せぬ大規  
模アウトブレイクにより、2007年のViisterbotten地方の流  
行性腎症患者の数は100．000人当リ313人に至った。醤歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る∩   

Transfus10n2008：  

48二1036－1037  

ハンタウイルス  Er71ergInfectDis  
2008二14．808－810  
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感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典   

ProMED－  
mai120080720，2201  

概要   

オーストラリアBrtsbaneの動物病院のスタッフが致死性の  
ヘンドラウイルスに感染した。看捜師1名と獣医1名が、感  
染したウマ教頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ  
クは1994年で調教師1名とウマ14頚が死亡した。同ウイル  
スがヒトヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危  
険性はない。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

国立プリオン病病因調査センターの患者＝名（平均発症  

年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色／くターンおよぴマイクロプラークの存在が、既知のプリ  
オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。  

AnnNeurol之008こ  

63二697－708  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

非典型的BSE株の1つであるBASE（またはBSE－L）の感染  

性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月後に感染  
し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  

イソフォームは、元のウシβASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBAS∈プリオンはリンパ  
向性であった。  

JViro1200銃82：  

3697－3701  

BSE  

OIE／Wortdanimal  
hea（th situation  

2008年3月31日  

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から  
国際獣疫事務局（OIE）に報告された畜牛におけるBSE症  
例数である。2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頭、  
ポルトガル33頭、ドイツ16頭、日本およびポーランド10  
頭、フランス8頭、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頭、  
チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよびオランダ2頸、ス  

ロペニア、スウェーデンおよび米国1頭である。2008年に  
は、これまでにカナダ1頭、アイルランド6頭が報告されて  

いる。  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（0旺）に報告  
されたBSE放である。1987年以前は英国全体で446頭で  
あったが、1992年には37280頸となった。その後、減少し、  
2007年には67頸となった。2008年は3月31までに10頸報  
告されている。  

BSE  OIE／WoJd animal  

health sjtuatLOn  

2008年4月17日  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

PLoSONE2008：3：  e2878  野生型マウスおよびヒトPrPを発現しているトランスジェ  

ニツクマウスに、輸血関連vcJD感染第1号症例由来の脳  
材料を接種し、輸血によるヒトヒト間の2次感染後の  
vcJD病原体の性質について調べた。その結果、潜伏期  
間、臨床症状、神経病理学的特徴およぴPrP型につい  
て、VCJD（輸血）接種群はvCJD（BSE）接種群と類似してい  
た。VCJD病原休は、ヒトにおける2次感染により、有意な  
変化が起こらないことが明らかとなった。   
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概要   

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膜胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
腎臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。   

フランスの新規川∨診断例におけるHIV－2およびHlV－1グ  
ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月  
に10184例のHlV新規診断症例が報告されたが、HlV－2お  
さび川∨－1グループ0型感染の割合は、各々、†調およぴ  
0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  
により感染した流行地域出身の患者であった。HIV－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  
あった。  

出典  

EmergInfectDis  
2008二14：1406一  

1412  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

HlV  

AIDS2007：21  

235卜2353  

米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
（MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  
年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。  

インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAABBの  
作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  
た。パンデミック時には適格な供血者数が制限されること  
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く  
することが最も有効であるとしている。  

米国におけるパンデミックインフル工ンザの血液供給に対  
する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血iが  
5仇減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。  

HIV  

2008：No．262008年  

ABC Newsletter  7月4日  

インフルエンザ  
Repo止2008年2月  
AABBWeekly  29日  

インフル工ンザ  
2008．95（Supp11）．  Vox Sanguinis  40  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検休から非細胞障害性ウイルスを  
阜離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをCh叩are  
ウイルスと命名することを提案する。   

ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  
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感染症（PT）   

B聖肝炎  

出典  

Transfusion2008：  
48：286－294  

概要   

最小感染量を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  
CのH日∨を含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染圭（CID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染1を搾種したテン／くン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  

55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体（抗HBc抗体）が陽  

性となったために供血延期となった供血者のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBG抗体が2回以上暢性となった供血者は九  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目 に陽性となった後 

、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
HBc抗休および高感度H8VNATによってHBV感染が否  
定された場合は供血可能となる。  

2000年1月から2004年12月に日本で新たにB型肝炎表面  

抗原陽性となった患者を調査したところ、552名中23名  
（4％）がHBV再活性化で、529名が急性B型肝炎であった。  
再活性化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およぴH8V  
DNA値が有意に高く、ALTおよぴアルブミンピーク値は低  
かった。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全と  
なり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有  
意に高かった。  

B型肝炎  FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

8型肝炎  ClinInfectDis  

2008；47：e52－56  

B型肝炎C型  
肝炎  

第56回日本輸血・  
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
P－033  

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血  
関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
HBVが61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  

原体を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVのl例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  
フランスの大学病院の血液透析ユニットでのHCV伝播リ  

スクにおける環境汚染および標準的注意の非遵守の役  
割を評価した。書式験期間中にHCV陽性となった2名のうち  
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル  
ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら  
かとなった。環境表面検体740例中82例がヘモグロビンを  
含み、その内6例がHCVRNAを含んでいた。手の衛生に  
関する遵守率は37％、患者ケアの直後に手袋をはずして  
いたのは33％であった。  2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  

を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではl）ンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。   

C型肝炎  Clin lnfect Dis 

2008：47：627－633  

E型肝炎  

NEnglJMed2008； 358：811－817  
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概要   

■■■■－－－－－一一－－－－－－一一一一－－－－－－－－一－－－－一一一一－－－－一一一一－一一一－－－－－一一－‾‾‾‾‾‾  

北海道地区において現行プールNATスクリーニングの残  

量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。暢性献血者85側について追跡調査および  
遡及調査などを行なった。陽性献血者の多くは動物内臓  
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。  
スペインでブタに曝露しているヒト101名と曝露していない  

ヒト97名におけるHEV感染の有ホを調べた。抗HEVIgG保  
有率は曝露群では188ウ。、非曝露群では4・1％であった。ブ  
タに接するヒトの抗HEVIgG保有リスクは5・4倍（P＝0・03）で  

あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。  

出典   

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
0－026  

感染症（PT）   

E型肝炎  

E型肝炎  AmJTropMed  
Hyg2008．78：  

1012－1015  

細菌感染  Amencan Society  
for Microbiology 
lO8th GeneraI  
Meet」ng2008年6月  

卜5日  

デング熱  HongKongMedJ  
2008：14：170－177  

Rev Panam Salud  

Publica2006こ19  
112－117  

●■一－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－‾‾‾－‾‾ 80633に同じ  ウエストナイル  

ウイルス  

コンゴ・ケノミア  

出血熱  

ProMED－  

mai120080709 2092 

ー■■－－－－－－－－一一－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－‾‾‾‾‾‾‾ 80633に同じ  Transfusion2008：  

48・1036－1037  

EmergInfectDis  

2008：14 808－810  

パルボウイル  

ス  

ハンタウイルス  80633に同じ  

ウイルス感染  ProMED－  

mai120080720．2201  

Ann Neuro12008．  

63：697－708  

■一一－－－－－一一－－一－－－－一－－－－－－－－－－－－－－一－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一‾‾‾‾‾‾ 80633に同じ   異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

BSE  

出典  

JViro12008：82：  
3697－370l  

概要  

80633に同じ  

OIE／Wortdanimal  
health situation  

2008年3月31日   

0IE／Wortdanimat  
heaLth situatJOn  
2008年4月17日   

PLoS ONE2008：3：  
e2878  

80633に同じ  

BS∈  

80633に同じ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

HlV  

80633に同じ  

80633に同じ  EmerglnfectDis  
2008；14：1406一  

1412  

AIDS2007：21：  

235卜2353  
80633に同じ  

HlV  80633に同じ  ABC Newsletter  
2008；No．262008年  

7月4日   

AABB Weekly 
Report2008年2月  

29日   

Vox Sang山nis  

2008：95（Suppl．1）：  

40   

PLoSPaLthogens  
2008：4：elOOOO47  

インフルエンザ  
80633に同じ  

80633に同じ  

ウイルス感染  80633に同じ  

B型肝炎  80633に同じ  Transfusion2008：  
48：286－294  

FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  

ダンス（案）   

ClinlnfectDis  
2008二47：e52－56  

B型肝炎  80633に同じ  

8型肝炎  
80633に同じ   
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概要  

80633に同じ  

出典   

‾‾  
斎盲云面す表葡瓦ニ  
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
P－033  

焙染症（PT）   

B型肝炎C型  
肝炎  

C型肝炎  Cnnlnfect DIS  

2008．47：627－633  

E型肝炎  N EngtJMed2008．  
358：811－817  

第56回日本輸血・  
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  

0－026  

AmJTrop Med  
Hyg2008：78ニ  
1012－1015  

Vox Sanguinis  
2008：94ニ193－201  

80633に同じ  E型肝炎  

80633に同じ  E型肝炎  

80632に同じ  細菌感染  

細菌感染  Transfus10n2008：  

48．1520－1521  

Transfusion2008：  

48・304－313  

80632に同じ  感染  

感染  Transfusion2008二  

48二697－705  

Vox Sanguinis  

2008：95（Suppl．1），  
2A－SO卜02  

80632に同じ   感染  

感染  Vox Sangulnis  

2008：94：315323  

ブルセラ症  
Clin lnfect Dis 

2008：46．e13卜136  
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概要  

80632に同じ  感染症（PT）  細菌感染  

出典   

膏諒面‾‾自盲紺  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
WS－3－3   

CDC2008年7月8日  
80632に同じ  サルモネラ  

80632に同じ  梅毒  SignOnSanDiego．co  
m 2008年3月26日  

AmerlCan Society  
for Microbiology 
lO8th GeneraJ  
Meetjng 2008年6  

月1－5日、80StOn  

80632に同じ  バベシア症  

80632に同じ  アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

原虫感染  

Vox Sanguinis  
2008こ95（Supp】．り：  

39   

EmergInfectDis  
2008；14：1013一  

1018   

EmerglnfectDis  
2008：14：1019－  

1023   

HongKongMedJ  
2008：14：170－177  

80632に同じ  

80632に同じ  リケッチア症  

80632に同じ  デング熱  

80632に同じ  ウエストナイル  

ウイルス  

Rev Panarn SahJd  

Publica2006：19：  

112－117  

ProMED－  

mai120080709．2092  

Transfusion2008：  

48：1036－1037  

EmergInfectDis  

2008：14：808－810  

80632に同じ  コンゴ・クリミア  
出血熱  

パルボウイル  
ス  

ハンタウイルス  80632に同じ   
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概要  

80632に同じ  

感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  

ProMED－  

mai120080720．2201  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

BSE  

Ann Neuro12008：  

63、697－708  

80632に同じ  JViro12008：82・  
3697－3701  

0IE／Wortd anlmal  

health situation  

2008年3月31日  

OIE／Wortd animal  

health situatJOn  

2008年4月17日  

PLoSONE2008：3二  

e2878  

EmergInfectDis  
2008：141406－  

1412  

80632に同じ  

80632に同じ  
BSE  

80632に同じ  異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

80632に同じ  

AIDS2007，21  

235卜2353  

2008．No．262008年  

ABC Newsletter  7月4日  

インフルエンザ  AA8日Weekly  

Report2008年2月  

29日  

インフルエンザ  Vox Sanguinis 
2008：95（Suppl．1）：  

40  

ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

Transfusion2008：  

48．286－294  

80632に同じ   B型肝炎  
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感染症（PT）   

B型肝炎  

概要  

80632に同じ  

出典  

FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  

ダンス（案）   

ClinlnfectDis  
2008：47：e52－56  

‾‾  
新高面白苫葡薗ニ  
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  

P－033  

C＝nInfectDis  
2008：47：627－633  

NEnglJMed2008：  
358：81ト8り  

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  

0－026  

AmJTropMed  
Hyg2008：78：  
1012－1015   

American Society 
for Microbiology 
108th General  
Meet】ng2008年6月  
卜5日  

HonglくongMedJ  
2008：14：170－177  

RevPさnam Sa山d  

Publica2006：19：  
112－‖7  

ProMED－  
mai120080709．2092  

80632に同じ  B型肝炎  

80632に同じ  B型肝炎C型 肝炎  

80632に同じ  
C型肝炎  

80632に同じ  E型肝炎  

80632に同じ  E型肝炎  

80632に同じ  E型肝炎  

海面葡嘗‾‾●‾‾‾  80633に同じ  

デング熱  80633に同じ  

80633に同じ  

ウイルス  

コンゴ・クリミア  
出血熱  

80633に同じ   
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感染症（PT）   

パルボウイル  

ス  

ハンタウイルス  

Transfusion2008ニ  

48：1036－1037  

EmergInfectDIS  

2008：14：808－810  

ウイルス感染  ProMED－  

mai120080720．2201  

Ann Neuro12008：  

63・697－708  

JViro12008：8Z・  

3697－3701  

0IE／World animal  

health situatJOn  

2008年3月31日   

0IE／Wortd∂nim∂l  

health situatJOn  

2008年4月17日  

80633に同じ  異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

BSE  

80633に同じ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  

フェルト・ヤコ  

ブ病   

HlV  

PLoS ONE2008：3二 e2878  

EmergInfectDIS  
2008：14・1406－  

1412  

AIDS2007，21  

2351【2353  

ABC Newsletter  

2008ニNo．262008年  

7月4日  

80633に同じ  

80633に同じ   
HIV  

インフルエンザ  
Report2008年2月  
AA8Bl〟eekly  29日  

インフルエンザ  
2008：95（Suppl一り  VoxSanguinis  40  
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感染症（PT）   

ウイルス感染  

概要   

80633に同じ  

出典  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

Transfusion2008：  
48：286－294  

FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  
ダンス（案）   

Clin lnfect Dis 
2008；47：e52－56  

第56回日本輸血・  
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
P－033  

ClinlnfectDis  
2008：47：627－633  

NEnglJMed2008：  
358：81卜817  

●‾  

郭呑面首禾葡薗ニ  
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
0－026  

AmJTropMed  
Hyg2008：78：  

1012－1015   

American Society 
forMicrobio】ogy  

lO8th General  
Meetlng2008年6月  

1－5日  

HongKongMedJ  
2008；14：170－177  

RevPanam Sah」d  

Publica2006：19ニ  
112－117  

80633に同じ  

B型肝炎  
80633に同じ  

80633に同じ  B型肝炎  

B型肝炎C型 肝炎  

80633に同じ  

C型肝炎  80633に同じ  

E型肝炎  80633に同じ  

E型肝炎  80633に同じ  

E型肝炎  80633に同じ  

細菌感染  
80633に同じ  

デング熱  80633に同じ  

ウエストナイル  
ウイルス  

80633に同じ  
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概要  

80633に同じ  

出典  

ProMED－  

mai120080了09，2092  

Transfuston2008こ  

48：1036－1037  

感染症（PT）   

コンゴ・クリミア  

出血熱  

パルボウイル  

ス  

ハンタウイルス  

80633に同じ  

EmergInfectDis  

2008．14・808－810  

ProMED－  

m射20080720．2201  

Ann NeuroJ2008：  

63こ697－708  

JViro12008：82．  

3697－3701  

80633に同じ  ウイルス感染  

80633に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

BSE  

80633に同じ  

01E／Wortd anlmal  
health situat10n  

2008年3月31日   

0IE／Wortd a川mal  

health situatJOn  

2008年4月17日  

BSE  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

HtV  

PLoS ONE2008．3・ e2878  

Emerg］nfectDis  

2008：14．1406－・  

1412  

AIDS2007．21  

2351－2353  

2008：No．262008年  

ABC Newsletter  7月4日  

インフルエンザ  
Repo止2008年2月  
AABBWeekly  29日   
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感染症（PT）   

インフルエンザ  

出典  

Vox Sanguinis 
2008：95（Suppl．1）：  

40   

PLoSPathogen  
2008：4：elOOOO47  

Tr8nSfusion2008：  
48：286－294  

FDA／C8ER2008年  

5月 業界向けガイ  

ダンス（案）   

Clin lnfect Dis 
2008：47二e52－56  

第56固日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
P－033  

Clin lnfect Dis 
2008：47二627－633  

N EnglJMed2008：  
358ニ81卜817  

‾‾  
軒6面繭葡薗ニ  
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  

0－026  

AmJTropMed  
Hyg2008：78：  
1012－1015  

［nfect GenetEvo1  
2008：8：529－533  

概要  

80633に同じ  

80633に同じ  ウイルス感染  

80633に同じ  

B型肝炎  80633に同じ  

B型肝炎  80633に同じ  

B型肝炎C型  
肝炎  

80633に同じ  

C型肝炎  80633に同じ  

E型肝炎  80633に同じ  

E型肝炎  80633に同じ  

E型肝炎  80633に同じ  

iニプ「天ど亨壷‾  
コスタリカにおいて、レプトスピラ症の入院患者から分離さ  
れたレプトスピラは、Javanica血清群型に分類される新し  
い血清型で、Arenalと命名された。同じ地区の重症患者  
から分離された株も同じ血清型であったことから、この株  
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である  
と考えられた。   
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感染症（PT）   

リケッチア症  

出典  

ProMED－  

mai120080728．2306  

概要   

オランダ・プラ′くント州の公衆衛生局が行った調査でQ熱  

の症例報告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで  
491症例が報告されている。感染症管理センター長による  
と、実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると  
思われる。2007年まではQ熱はオランダではほとんど存  
在しなかった。  

インド東部のケソタルプラデシ州で小児を死亡させている  
原因不明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより  
急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数  
週間におよそ800人の患者が発生し150人が死亡したと報  
告され、その数は増加すると見られている。血液検査で  
日本脳炎陽性となった患者は5％以下であった。日本脳炎  
とエンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査  
中である。   

ウイルス性脳  
炎  

ProMED－  

ma1120080828 2697 

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  
人血液凝薗 第ⅩⅢ因子  

ヒト血液  日本  レプトスピラ症  
Infect Genet Evol 

2008：8：529－533  

リケッチア症  
ProMED－ mai120080728．2306  

ウイルス性脳  
炎  

レプトスピラ症  

ProMED－  

mal】20080828．2697  

ぐもフィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  
②乾燥濃縮人活性化プロテインC  
（31トロンビン  

トロンビン  
ヒト血液  日本  

清療法研  
化学及血  究所  

lnfect Genet EvoI  

2008．8：529－533  

リケッチア症  ProMED－  

mai120080728．2306  

ウイルス性脳  

炎  

レプトスピラ症  

ProM［D－  

mai120080828．2697  

人血清アル  
ブミン  

ヒト血液  日本  
心フィフリノケン湘軍XⅢ因子  

②乾燥濃縮人活性化プロテインC  
③乾燥濃縮人血液凝国策IX医l子  
④乾燥スルホ化人免疫グロブリン  
⑤人血清アルブミン  
⑥乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子  

lnfect Genet EvoL  

2008：8：529－533  
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感染症（PT）   

リケッチア症  

出典  

ProMED－  

mai120080丁28．2306  

ProMED－  
mai120080828，2697  

InfectGenetEvo1  

2008：8：529－533  

概要  

8063引こ同じ  

80638に同じ  ウイルス性脳  
炎  

レプトスピラ症  アポセルロ  
ブラスミン  

ど〔石窟‾‾‾…  日本  
80638に同じ  

合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

リケッチア症  80638に同じ  ProMED－  

mai120080728．2306  

‾  
ProMED－  

maiほ0080828．2697  ち才j振落庖‾ 炎  

80638に同じ  

デオキシリ  

ボヌクレアー ゼⅠ  

リボヌクレ アーゼA  
＿      ヽ◆ ＿ユーン●  

ランド、オー  
ストラリア   

米国  
感染  ヒト顆粒球アナプラズマ症（HGA）の発生率は、1999年以  

来2倍となった。原因病原体のAnaplasma  
phagocytophilunlによる血液の安全リスクを調査するた  
め、間接免疫蛍光法を用いてコネチカット州及びマサ  
チューセッツ州の血液ドナーのA．phagocyt叩hilumに対す  
るヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2006年  
に採取された15，828ドナー血清中432例（2．7％）が抗体陽  

性であった。比較的高い陽性辛が持続していることから、  
更なる調査が必要である。  

乾燥抗HBs人見便クロフリン  
ポリエチレングリコール処理抗H8s人免  
疫グロブリン  

56th Annual  
MeetJngOfthe  

AmerlCan－SoGiety－  

0トTropic∂卜  

Medjcjne－and－  

Hygiene 1044 

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

‾‾‾  
∈ラブゐ1）ヨジビデジ渾荊誘こ軒ゐどウ訝三義行る薗藩  

クリアランスならびにスクレイピー関連フィブリル（SAF）静  

注後のPrPresへの曝露について調べた。rPrPのARR変  

異型は、VRQ変異型よりもより早く除去された。また、  
PrPcのARR変異型のクリアランスがVRQ変異型のクリア  

ランスよりも大きいことが示唆された。rPrPの血兼クリアラ  

ンスは、両腎臓摘出後は52％減少し、rPrP除去に腎臓が  

重要であることが示された。PrPresはSAF静注後は緩や  

かに除去された。   

Transfusion2008：  

48：609－619  
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感染症（PT）   

ウイルス感染  

概要   

カナダにおいて、Saffoldウイルスに関連するカルジオウイ  
ルス分離株が呼吸器症状を有する3名の小児の1咽頭  
吸引物から検出された。Canl1205卜06分離株のポリプロ  
ティン配列は、Sa什oldウイルスと912％のアミノ酸同一性を  
有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、  
かなり異なっていた。  

出典  

EmergJnfectDis  
2008．14：834－836  

ウイルス感染  出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabarnba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

PLoS Pathogens 
2008：4・elOOOO47  

亨蒼古宿‾‾‾‾‾‾  
2008年3月下旬、中国Anhul省Fuy8ng市で未就学児3名が  
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15  
名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、工ンテ  
ロウイルス71による手足口病と確定された。同市では、3  
月1日から5月9日の間に、6，049例報告され、353例が重  
篤で、22例が死亡した（致死率0．4％）。患者数は、4月の初  

めに増加し始めて、4月28日にど－クに達し、5月5日以後  
減少した。  

WHO RepresetatJVe  
O作cein Chlna  

2008年5月19日  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

米国の国立ブリオン病病因調査センターに2002年5月か  
ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62歳）  
を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色／くターン  

およぴマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは  
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  
PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感  
受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プリオン病  
の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。  

米国テキサス南東部の健康な成人ドナー100名の血液中  
のヒトヘルペスウイルス（HHV）陽性率とウイルスDNA量を  
RT－PCRにより明べた。その結果、HSV－1、HSV－2、VZV  
及びHHV－8DNAはどの検体からも検出されなかった。一  
方、EBVは72％、HHV－7は65％、HHVr6（ま30％、CMVはl％に  
検出された。また、1名の血液から6，1×10人7geq／mlを超え  
るHHV－6TypeBが検出されたが、健常者における異常  
な高値は活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思わ  
れる。   

Ann Neuro12008，  

63．697－708  

ウイルス感染  Transfusion2008：  
48．1180－1187  
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1 - 

概要   

血策由来製品によるパルボウイルスB19伝播リスクを低  

減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血焚由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  
10000IU／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの  
感度は少なくとも1000000ル／mlとするべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。  

パルボウイル  
感染症（PT〉   ス  

出典   

FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

高力価の培養デングウイルスセロタイプ2をアルブミンお  
よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  

およぴウイルスろ過）前の検休に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  
アツセイおよびRトPCRで測定した。その結果、全てのエ  
程が不活化・除去に有効であることが示された。  

デング熱  Transfusion2008：  

48：1342－1347  

2005年9月20日～12月4日のプエルトルコの米国赤十字  
におけるすべての供血16521検体中のデングウイルス  
（DENV）RNAをTMA（transcrIPtion－mediatedampfification）  
法で測定したところ、12検体（0，07％）がTMA陽性であった。  

4検体は、RT－PCR（DENVセロタイプ2およぴ3）陽性であっ  
た。RT－PCR犠牲4検体中3検体でウイルスを培養するこ  
とができた。TMA陽性12検体中1検体がIgM陽性であっ  
た。1：16に希釈した場合は5検体のみTMA陽性であった  

デング熱  Transfusion2008：  

48：1348－1354  

2005年から2007年に、テクングニヤウィルス（CHIKV）はレ  
ユニオン島で大流行し、供血は2006年1月に中断された。  
大流行中のウイルス血症血供血の平均リスクは、10万供  
血あたり132と推定された。2006年2月の長流行時におけ  
るリスクは、10万供血あたリ1500と最高であった。この期  
間中、757000人の住民のうち推定312500人が感染した。  
2006年1月から5月の平均推定リスク（0．7％）は、CHIKV  

NAT検査による血小板供血のリスク（0．4％）と同じオーダー  
であった。  

2005年の中国の4都市（Be山ng、Urmuchi、Kunmingおよぴ  
Guangzhou）における供血検体のHEV感染率を調べた。そ  
の結果、ルーチン検査（抗HCV、抗HrVl／2、HBsAg、梅毒  
およぴALT）陰性供血者の約1％（ま抗HEVIgMまたはHEV  
Ag陽性で、HEV感染の可能性があった。また、ALTスク  
リーニングは中国のHEV感染血排除に役立つ可能性が  
あった。  

テクングニヤウ  
イルス感染  Transfusion2008： 48：1333－1341  

E型肝炎  Vox S即1gUinis  

2008：95（Suppl．1）：  

282－283  
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概要   

1990年から2007年の中国における狂犬病発生傾向を調  
べた研究によると、最近8年間でヒト狂犬病症例数が急激  
に増加したことが明らかとなった。ヒト狂犬病は1990年か  
ら1996年の閤は全国的な狂犬病ワクチン接種プログラム  
により抑制され、わずか159症例が報告されただけである  
が、2006年は3279症例と激増した。  

出典  

ProMED－  
maiほ0080826．2660  

感染症（PT）  狂犬病  

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  

感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
腎厳における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TSEの水平蜃染に何らかの役割を果たす可能性がある。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008．141406一  EmergInfectDis  1412  
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使用  

適正  措置 蕪…   

概要   

2001年にS．suisセロタイプ16に感染し、死亡したベトナム  
人男性の症例報告である。患者はベトナム南部LongAn  
Province出身の57醜男性でアルコール依存歴があった。  
入院時には嗜眠状態であったが、／くイタルサインは安定  

していた。24時間後に急性呼吸促迫症候群を呈し、死亡  
した。患者はブタを飼育しており、ブタの巌器を日常的に  
摂食していた。血液培養でS．suisが検出され、セロタイプ  
16であった。セロタイプ16がヒトから分離されたのは初め  

てのことである。   

55歳の健康な男性が右膝にゴルフボール大の塊ができ、  
2、3日で3倍の大きさになったため、切開し、排膿した。膿  
瘍培養からYersiniaenteroco価caが検出された。患者は  
豚肉を切る仕事をしており、右指を切ることが頻繁にあっ  
た。豚肉への曝露によりYersiniaが直接皮膚に接種され、  
脾裔に膿瘍を形成したと考えられる様な症例で、初めて  
の症例報告と思われる。  

‾  
じジす球菌惑  
感染症（PT）   染  

一般名  

‾‾‾  
症例  斎  

出典  

EmergInfectDis  
2008ニ14：155－157  

原材料名  

米国、カナ  原産国   ダ、中国  
含有区分  

ヘパリンナトリウム  

エルシニア感 染  
AmJMed2008： 121：el  

2007年4月、41歳男性が突然の下腹部痛と悪寒を呈し、  
発熱、下痢、嘔吐および眩tのためメルボルンの病院に  
来院した。患者はヒツジ、ウシおよぴブタの死体を取り扱  
うペットフード加エをしていた。血液培養でα溶血連鎖球  
菌が検出され、API20ストレップ同定システムでⅠⅠ型ブタ連  

鎖球菌と確定された。オーストラリアにおけるヒトでのブタ  
連鎖球菌毒性ショック症候群の最初の症例である。  

レンサ球菌感 染  
MedJAust2008：  

188：538－539  

ヘパリンカルシウム  

日本メジ   
日本   

酢酸テクネチウム（99mTc）注射液  剤基準人血  
清アルブミン  

大腸菌性胃腸 炎  
2006年10月2日に、腸管出血性大腸菌0157：H7（VTl＆2）  
症例が健債権祉センターに報告された。患者は1歳の女  
児で、横浜市保健所は便検体からPCRとRPLAによりベロ  
毒素を検出した。9歳の兄からも同菌が検出された。患者  
の家族は横浜市にある牧場で搾乳イベントに参加してお  
り、その乳牛から同菌が検出され、PFGE分析の結果、乳  
牛から感染したことが示唆された。   

JpnJInfectDis  
2008；61：16ト・162  
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感染症（PT）   

大腸菌性胃腸  
炎  

製造中止に  

より記載な  
し   

製造中止に  
より記載な  
し   

製造中止に  

より記載な  
し   

製造中止に  

より妃載な  
し   

製造中止に  
より記載な  
し  

JpnJlnfectDis  
2008：61：16卜162  

JpnJlnfectDIS  
2008：6lニ16卜162  

JpnJlnfectDis  
2008：6116卜162  

80652に同じ  大腸菌性胃腸  
炎  

大腸菌性胃腸  
炎  

竜蔭緬福寿草落花逼暫紆姦両手ジ‾  DNase I 

80652に同じ   
製造工程  

製造工程  
乾燥組織培養不活化A型肝炎ワクチン  トリプシン  

製造工程  
GL37細胞  

ザルの腎細 胞由来  

ウウシニアウイルス接種家兎炎症皮膚 抽出液  
ワクシニア1  

イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液  

バトロキソビン  パトロキソビ  
ン  

鶏卵由来成  

ヒツジ血清  
由来成分  

巨シラ石窟‾‾‾  
＿      ヽ◆  

＿ユ‾ン‾  

ランド  

大日本住  
友製薬  
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生物由来成  
分名   

ヒトリンパ芽  
球細胞樹立  
株ナマルバ  
細胞  

加熱人血策  
たん白  

マウスハイ  

∈下面藤一…‾‾  

添加物  米国  

インターフェロンアルファ（NAMALWA）  

ブリドーマ由  
来モノクロー  
ナル抗体  

聴蕃儀盲分  
解物  

人血清アル  
ブミン   

諜葡許‾‾‾‾‾‾   日本   

米国Portsmouthで、脳変性疾患を呈し死亡した女性の死  
因を、VCJD疑いのため調査中である。MRIまたは脳ス  
キャンの結果がアトランタの疾病対策センターに送付さ  
れ、バージニア大学および国立プリオン病病囲サーベイ  
ランスセンターで更に検査される。結果が出るまでには  
数ヶ月を要すると思われる。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

dailypress．com  
2008年4月11日  ②オクトコグ アルファ（遺伝子組換え）  

カナダQuebecのProMetJCUfeScience社は血液中の  
vcJDプリオンを除去する使い捨てフィルターを開発した。  
何百万ものペプチドをスクリーニングし、プリオンに最も親  
和性のあるものを探し、市販の樹脂に固定し、膜状にし、  
何層にも重ねた。本フィルターは汚染血液からのプリオン  
除去が可能であった。また、フィルターで処理したプリオン  
感染ハムスターの血液をプリオン非感染ハムスターに投  
与しても疾患は発現しなかった。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

Medgadget．com  
2008年4月9日  

3つの血液凝固園子製剤（第∨IlI因子インヒビターー／くイパ  

ス活性、第IX区l子種合体および第Vl個子）の製造工程に  
おいてSTIM－4蒸気加熱処理を用いた不活性化処理を行  
い、ヒト′くルポウイルスB19（B19V）とマウス微小ウイルス  

（MMV）間で不活性化効果の比較を行った。その結果、血  
液凝固因子製剤の中間体の種矧こ関わらず、書式験に用  
いた819V（遺伝子型1型、2型）はいずれもMMVと比較して  
効果的に不活性化された。   

パルボウイル ス  
Transfusionin PreSS  
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感染症（PT）   

感染  

出典  

Transfusion2008：  
48：1739－1753  

概要   

最近米国で承認された2つのフィブリノゲンおよびトロンビ  

ンについて、HIV、HCV、HBV、HAV、パルボウイルスB19  
およびvcJDに関する病原体懸染リスクを評価した。これ  
ら血液製剤の製造過程では2つの異なった不活化および  
除去工程が使われている。全製剤ともレくイアル当たりの  
残存する病原体感染リスクは極めて低いことが示され  
た。  

レジン上に3呈休ペプチドを結合し、PβSまたは血策溶液  
に添加したブタパルボウイルス（PPV）への選択的な結合  
能を有するペプチドをスクリ≠ニングした。その結果、  
WRW（トリプトファンーアルギニンートリプトファン）結合レジ  

ンは7．5％ヒト血津中のPPVを検出限界以下に除去するこ  
とができた。  

パルボウイル ス  Biotechnol Prog 
2008．24．554－560  

ボリビア、ペルーおよび米国CDCのチームはボリビアの  
出血熱の致死症例から新規のアレナウイルスを発見し、  
Chaparevirusと名付けられた。また、ウガンダでは赤オナ  
ガザルで新型ボックスウイルスの可能性があるウイルス  
が発見された。これら野生動物のウイルスがヒトヘの感  
染能を獲得し、重篤な疾患を引き起こす可能性がある。  

ウイルス感染  LancetlnfectDis  
2008：8：355  

細胞培養で製造したH5Nl鳥インフル工ンザワクチンの  
Phaselおよぴ2試験を行った。その結果、大多数の被験  
者においてアジュ／くントなしの7．5〃gまたは15／Jgのヘマ  

グルチニン抗原を含有するワクチンの2回接種が、様々な  
H5Nlウイルス抹に対するする中和抗体の合成を誘発す  
ることが示された。注射部位での軽度の痛みと頭痛が主  
な有害反応であった。このワクチンが有用であることが示  
唆された。   

高力価の培養テンゲウイルス セロタイプ2をアルブミンお  
よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／／D処理  

およぴウイルスろ過）前の検休に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  
アッセイおよぴRトPCRで測定した。その結果、全てのエ  
程が不活化・除去に有効であることが示された。   

烏インフルエン ザ  NEr唱IJMed2008：  
358・2573－2584  

デング熱  Transfus10∩2008： 48．1342－1347  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  
ブ病  

出典  

dailypress，COm  
2008年4月11日  

概要   

80668に同じ  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

パルボウイル  
ス  

…‾‾‾‾‾■‾‾  
葱宮  

80668に同じ  Medgadget．¢Om  

2008年4月9日  

Transfusion jn  

PreSS  

Transfusjon2008：  

48：1739－1753  

80668に同じ  

80668に同じ  

パルボウイル ス  
80668に同じ  

Biotechnol Prog 
2008：24：554－560  

Lancet lnfect Dis 
2008：8：355  

NEng】JMed2008：  
358：2573－2584  

Tr即ISfusion2008：  

48：1342－1347  

dailypress．com  
2008年4月11日  

80668に同じ  

鳥インフルエン  
ザ  

デング熱  

80668に同じ  

8066引こ同じ  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

80668に同じ  

80668に同じ  Medgadget．com  

2008年4月9日  

Transfusion in 

PreSS  

Transfusion2008；  

48：1739－1753  

フェルト・ヤコ  

ブ病   

パルボウイル  
ス  

感染  

80668に同じ  

80668に同じ   
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概要  

80668に同じ  

出典  

Biotechnol Prog 
2008：24：554－560  

LancetInfect Dis  
2008：8：355  

N EnglJMed2008：  
358．2573－2584  

感染症（PT）   

パルボウイル  

ス  

ウイルス感染  80668に同じ  

80668に同じ  烏インフルエン  
ザ  

デング熱  8066引こ同じ  Transfusion2008．  
48：1342－1347  

dailypress．com  
2008年4月11日  

80668に同じ  異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  
ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

Medgadget．com 2008年4月9日  

Transfuslon in 

P「eSS  

Transfusion2008：  

48．1739－1753  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－一－一一一－－－－－－－－－－－－一一－－－－－‾‾‾‾‾‾‾ 80668に同じ  パルボウイル  

ス  

感染  ■－■一●一－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－一－－－－－－一一－－－－－－－－－－一一－一一－－－－－‾ 80668に同じ  

80668に同じ  パルボウイル  

ス  

ウイルス感染  

βiotechno】Prog  

2008：24：554－560  

80668に同じ  LancetlnfectDis  

2008．8．355  

NEnglJMed2008：  
358．2573Z584  

Tr8nSfusion2008．  

48：1342－1347  

80668に同じ  鳥インフルエン  

ザ   デング熱  80668に同じ   
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感染症（PT）  バベシア症  

出典   

8lood2007：110（11．  

P8止1）二853  

概要   

米国コネチカット州での輸血によるBabesiamjcrotl感染の  
危険性を評価するため、2004－2007年に収集されたドナー  
とレシピエントの保存検体を検査した。その結果、45回の  
赤血球輸血を受けていた患者1例で8abesiamicroti感染  
が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定すること  
はできなかった。危険性は1920回の赤血球輸血で0例ま  
たは1例と計算された。  

蔦才シラJ［王ジ ザ  ユーラシアおよび北米系統のH7型トリインフルエンザウイ  
ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はα2－6結合シァル！軌こ対する親和性を高めたHAを保  
有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  
殖し、直接接触で感染できることが確認された。  

前面誘博幸芋ジグ亨才フi議‾‾石古手才ヲ≡塔テ）㌃ヲ富ジ育  

よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  
およぴウイルスろ過）前の検体に加え、各工程での同ウイ  

Proc Nat】Acad Sci  

USA2008：105：  

7558－7563  

デング熱  Transfusion2008：  

48二1342－1347  

ルスのクリアランスをVeroE6細胞培＃IこおけるTC［D50  
アッセイおよびRT－PCRで測定した。その結果、全ての工  
程が不活化・除去に有効であることが示された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Blood誌のprepublishedonlineに掲載されたヒツジにおけ  
る研究によると、輸血によるBSE伝播のリスクは驚くほど  
高い。エジンバラ大学で行われた9年間の研究は、8SEま  
たはスクレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病  
伝播率を比較した。その結果、BSEおよぴスクレイピーと  
も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する  
前のドナーから採取された血液によっても伝播することが  
示された。   

American Society 
of  
Hematology／Press  
Releases2008年8  

月288  

54／171ページ  



原産国   

‾…  
すルララ  
イ、ニュー  
ジーランド  

米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

原材料名  

含有区分  有効成分  

80672に同じ  バベシア症  Blood2007こ110（11． Partり：853  
製造工程  

アンチトロン  

ビンⅢ  

ヒト血液  

80672に同じ  烏インフルエン  
ザ  

デング熱  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008：105  

7558－7563  

Transfusion2008：  

48：1342－1347  

Amencan Society  

of  

Hemato霊ogy／Press  

Releases2008年8  

月28日  

Blood200了．110（11  
Pa止1）：853  

80672に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

バベシア症  80672に同じ  
添加物  

ヒトアルブミ  
ン   

ヒト血液  
米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

百行ヲJ［吉シ  

ザ  

デング熱  

Proc Natl Acad Scl 

USA2008：105：  

7558－7563  

Transfusion2008：  

48：1342－1347  

80672に同じ   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

American Society  
of  
Hematology／Press  
ReLeases2008年8  

月28日  
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生物由来成  

分名   

人血清アル  
ブミン  

‾  
読毒ジ享ヲ  
ラーゼモノク  

ローナル抗  

座＿叫＿＿＿．＿＿＿  
抗不純蛋白  

質抗体  

プラスミン  

原材料名  

原産国  米国  
含有区分  

亨弓言甑‾‾‾  日本  

‾‾‾‾‾‾‾‾  
包有  

ニューー  
ランド、オー  

ストラリア  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド、  

コスタリカ、  

ニカラグア、  
エルサルバ  

ドル、パナマ  

又はウルグ  
アイ（MCB  

に一部米国  

産を含む）  

数十年前に  

樹立したマ  
スターセル  
／くンクに使  

用した細胞  
株のため原  
産国不明   
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概要   

一一一■一■－■－一－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一－－一一－－－－一－－－－－－－－●■■－ 2006年5月から7月に、中国天津付近の家畜やげっ歯類と  

密接に接触する健康な農業従事者365名の血清検体をリ  
ケッチアに対する抗体について調べた。血清有病率は、  
AnapIasmaphagocytophilum8・8％、Cox■e［laburnetii64％、  
Bart。neLlahenselae9．6％およぴRickettsiatyphi41％で  
あった。これらの人畜共通感染症細菌のヒト感染が高頻  
度であり、認識されていないことが示唆された。  

出典  

EmerglnfectDis  
2008：14．938－940  

感染症（PT）   

リケッチア症  原産国  中国  
含有区分  

ヒト尿抽出物  
リナスタテンの  

2008年3月17日、タイの公衆衛生当局はタイで初めての  
野兎病と診断されたPr∂ChuapKhihKhanの37歳女性が死  

亡したと発表した。この女性は癌患者で、多数のウサギを  
家で飼っており、野兎病菌に啓染したと思われる。他の犠  
牲者は報告されていない。  

野兎病  
ワウシニアウイルス接種家兎炎症皮膚  www．bangkokpost．c  

om／generalnews  
2008年3月柑日  

大洋薬品 工業   ワクシニア「  
イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液  

ー■－■一■■■■■－▼－－－－－－一－－－－－－－－－－－一一一一－－－－一一－－－一一－－－－－一一一－－－一一－一一‾‾‾－‾  

ニューヨーク市ブルックリン地区で肺炎性野兎病の確定  
症例1例が報告されたと、地元保健当局が2008年6月11  
日に報告した。患者は6月初旬に熱、頭痛、発汗、胸痛お  
よび息切れのため地元の病院で診察を受けた。症状発現  
の4日前に患者がブルックリンのレクリエーション地区で  

キャンプをした際に感染したと思われる。  

野兎病  
Emerging Health 
Threats  

Forum／Disease  
outbreaks update 
2008年6月16日  

■■■■－■－－－－－－－－－一一一一一－一一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一‾‾‾‾‾ モスクワで今年初の野兎病感染例が確認された。この症  

例は53歳男性で、モスクワ郊外のナロ・フォミン地区で急  
性伝染病に恕染した。6月下旬同地区に休暇のため数日  
間滞在し、釣りやキノコ採りをしたが、2008年6月26日に  
発熱と悪寒を呈し、鼠径部に鶏卵ほどの腫れ物ができ  
た。野兎病との疑いのため伝染病病院に転院し、血液検  
査により確定された。  

野兎病  
http：／／wwwmkru／  

blogs／idmk′′2008′ノ′0  

7／21′′′mk－  

d∂lly／362939／  

2007年6月から12月にスペインのカステイーリヤイ・レオン  
野兎病  

http：／／www・nOrteCa  

stilla．es／20080810／  

cast川a＿Ieon／cada－  

CuatrO‾C8SOS‾  

tularemia－  

20080810．html  

州で507例の野兎病啓染症例が確認された。このアウトブ  
レイクでは、4分の1の症例がげっ歯類との直操接触に起  
因すると確認された。患者は41～70歳の男性が多く、大  
多数が農村の住民または農村に頻繁に行き来する人で  
あった。24．3％はtopillos（ハタネズミ属の一種）に起因して  
おり、家畜197？。、サワガニ13．2ワん、蚊刺傷10．9％、他の動物  
との接触9，5や。、ウサギの取り扱い6．5％などが原因であっ  
た＿   
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感染症（PT）   

‾‾‾‾  
ヲ元1汚窟  

出典  

Oie  
http：／／www．oiejnt／  

Wahid－  

PrOd／public．php？pa  

ge＝single＿rePOrt＆po  

P＝1＆repo鵬d＝了129  

概要   

2008年5月19日、ウクライナIzmail地方でブタ34更引こおけ  
るブルセラ症のアウトブレイクが確認された。疑い例はブ  
タ163頭で全て屠殺された。2008年6月20日に清掃および  
消毒が完了した。  

ヲF巧疎菌感－－ 染  

MRSA分離株であるST398株は、ヒトに伝播し、感染を引  

き起こす可能性のあるブタ関連株であることが示唆され  
ている。英国では今まで動物またはヒトからのST398妹分  
離の報告はなかった。2007年にScottjshMRSA  
ReferenceLaborator・yはヒトから分離され、MLSTによって  
同定された3例のST398株を受け取った。これらの分離株  
は最も普遍的なST398株と同一ではなかった。疫学的調  
査の錯果、3例は同時期に入院しておらず、ブタや養豚業  
者との関連はなかったことが確認された。   

亘扇畠蚕豆有色盲こ吉日ラビテ亨日商落ゐテ弓fヲiニマタが裏‾  

生した。家畜の足の上皮検体の補体結合テストおよぴ  
EuSA検査ではロ蹄疫ウイルス陰性であったが、2008年7  
月28日に、6頸のウシの咽頭食道液中のウイルス分子特  
定化によって確定された。ウシ19頭およびブタ6頭の感染  
が確定された。  

HPSWeeklyReport  
2008：42（23）：203  

口蹄痩  
Oie  
http：／／www．oie．int／  

wahid－  
PrOd／pub＝cやhp？pa  

ge＝singte＿rePOrt＆po  
P＝1＆repo沌d＝7228  

石頭頑‾‾‾‾…‾‾  至誠岳亨云官主百自王碩丁自だ三石ジビラモ日商落あテラ羊ブ  

レイクが発生した。ウシでは確定例は58頭、疑い例は490  
頭、ブタでは確定例は無し、疑い例3頭であった。  

Oie  
http二／／www．oie．int／  

wahid－  
PrOd／pubLic．php？pa  

ge＝single＿rePOlt＆po  

P＝1＆repo血d＝丁248  

ブルセラ症  
80689に同じ   Oie  

http：／／www．oie．int／  

W8hid－  
PrOd／public，Php？pa  

ge＝singte＿rePOrt＆po  

P＝1＆repor七d＝7129  
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概要  

80689に同じ  ブドウ球菌感  
感染症（PT）   染  

出典  

HPSWeekIyReport  
2008．42（23）・203  

ロ蹄疫  
Oie  

http：／，／wwwoleint：’  

wahld－  

PrOd／public．php？pa  

ge＝single＿rePOrt＆po  

P＝1＆repo仙d＝7228  

ロ蹄疲  
Oje  
http：／／wwwoIeInt′／  

wahid－  

prod／publlCPhp？pa  
ge＝single，rePOrt＆po  

P＝1＆repo止id＝7248  

ProM［D－  

m訓120080626－1968  

2008年6月9日に、米国NorthDakotaのPortland付近の雄  
牛1頭の血液検体が検査のため提出され、炭痕薗が検出  
された。更に、6月18日にしISbon付近の雌牛1頭が死後、  
炭症菌陽性と確定された。  

炭症  

2008年7月23日に米国SouthDakota州当局は、  
Hutchinson郡で虎痕のアウトブレイクが発生したと発表し  
た。り牛は確定であり、もう1件は疑いで、検査中である。  

楔痕  ProMED－ mal1200807242257  

2008年7月24E）に米国SouthDakota州当局は、  
Hutchinson郡で炭痘の2番目のアウトブレイクが、検査の  
結果確定したと発表した。  

虎痘  
ProM［D－  

mal120080726．2280  

2008年7月25日CFIAは、北SaskatchewanのPaddockwood  
の農場でバイソン7頭が炭痕により死亡したことを7月24  
日に確認したと発表した。7月22日にはPonassLakeのウ  
シ1頭の死亡を確認した。同地方での今年最初のアウトブ  
レイクは5月26日にKingGeorgeの農場でウシ13頭が死亡  
した後、確認された。   

炭痘  

ProMED← mai1200807262286  
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‾「L  

感染症（PT）   

炭痕  

概要   

2008年7月24日にPaddockwoodのバイソン7頭が炭症によ  

り死亡したことが確認されたが、残りの動物は隔離され、  
現在観察中である。2006年にはSaskatchewanでは800頭  
以上の動物が炭症により死亡した。2008年はこれまで21  
頭が炭症により死亡している。  

CFIAは2008年8月11日と8月9日に、Saskatchewanで更に  
2件のウシにおける炭症を確認した。今年の春以降の炭  
痕による死亡は24頸となった。  

出典  

ProMED－  

ma‖20080727．2297  

炭症  
ProMED－  

mai120080812．2500  

米国MontanaのTedTurner’sFlyingD付近の農場でウシ1  
頭が炭痕陽性であり、自然発生した炭症により死亡した。  
更にTedTurnerrsFlyingD農場では炭症により死亡した  
バイソンの数が増加し、現在までに257頸となった。  

庚痘  
ProMED－  

mai120080815．2540  

炭痕  米国SouthDakotaの3つのウシの群れで炭痘が発生し  
た。このアウトブレイクは比較的小さいとのことである。  

ProMED－  

mai120080818．2569  

2008年5月、米国Montana州ParadiseVarIeyのウシ1頭が ブルセラ症陽性であった。これにより同州はブルセラ症フ リーではなくなった。  
ブルセラ症  

ProMED－  

mai120080611．1841  

2008年6月16日、Wyoming州獣医学研究所は、Wyoming 州Danielの雌牛2頭の組織から日mce‖aabo止USが培養さ れたと報告した。同じ群れの残りのウシや近くの群れにつ いて検査する予定である。  
ブルセラ症  

ProMED－  

mai120080619．1907  

Wyoming州Danielの牧場のウシ32了頭を予備的に検査し  

た結果、更に13頸がブルセラ症に感染している可能性が  
示された。同じ群れの2頭がブルセラ症に感染しているこ  
とが既に確定されている。   

ブルセラ症  
ProMED－  

mai120080626．1966  
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概要   

2008年6月23日、CFIAはBritishCo山mbia州の雌牛1頭で  
8SEを確定した。どの部位もヒト食料または飼料システム  
に入っていない。出生農場を確定するための調査が開始  
された。  

出典  

ProMED－  
mai120080623．1941  

2008年8月15日、CFIAはAlbertaの6歳の肉牛1頭でBSE  

を確定した。2003年以降、カナダで14頭目のBSE牛であ  
る。どの部位もヒト食料または飼料システムに入っていな  
い。当核牛は生まれてから死ぬまで、北AIb㊤｛aの1つの  
農場で過ごした。詳細調査を実施中である。   

■－－－－－－－－－▲・■■－－－－一一－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－一一－－一一－－－－－－一一－－－－－－‾‾－－‾  

Calけ。．。．。中部で結核感染リスクで4800頭以上の乳牛が  

処分され、16000頭近くのウシが隔離されている。Fresno  
郡の酪農場で新たに3頭が結核であることが明らかに  
なった。  

ProMED－ mai1200808192580  

結核  ProMED－  

maiほ0080710．2100  

wHOに報告された2003年以降のトリインフルエンザ確定  

ヒト症例の集計数である。2008年は、5月28日現在、′くン  
ゲラデシュで1例（死亡0例）、中国で3例（死亡3例）、エジ  
プトで7例（死亡3例）、インドネシアで16例（死亡13例）、お  
よびベトナムで5例（死亡5例）が報告され、合計32例（死亡  
24例）である。  

WHO／EPR2008年5  
月28日  

鳥インフル工ン ザ  

一一一一一－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一一－－一一一一一一－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－ wHOに報告された2003年以降のトリインフルエンザ確定  

ヒト症例の集計数である。2008年は、5月28日現在、′〈ン  
ゲラデシュで1例（死亡0例）、中国で3例（死亡3例）、エジ  
プトで7例（死亡3例）、インドネシアで18例（死亡15例）、お  
よびベトナムで5例（死亡5例）が報告され、合計34例（死亡  
26例）である。  

WHO／EPR2008年6 月19日  

鳥インフルエン ザ  

香港CentreforHealthProtectionは2008年の11例日のデ  
ング熱症例（30歳男性）を確言れた。この男性は2008年4  
月5～13日にモルジブに滞在し、4月18日に発症した。  

デング熱  ProMED－  

mai120080505－1542  

中国CDCによると、Sichuan大学Huaxi病院で30名の患者  
がガス壊痘に感染した。感染の拡大を防ぐため隔離病棟  
が設けられた。地震で負傷した患者は診断のため隔離病  
棟に送られる。今までのところ同病院での交差感染はな  
い。   

クロストリジウ  

ム感染  
ProMED－  

m∂i120080522．1683  
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賠染症（PT）   

細菌感染  

概要   

WHO中国事務局は中国衛生省と診断未確定の出血性疾  
患について連絡を取っている。中国の専門家は調査を終  
了した。Shandong省のWar扉akou村においてヒト顆粒球ア  
ナプラズマ症の症例4例が特定された。診断はPCRとシー  
クエンス分析で確定された。  

出典  

ProM［D－  

maiほ0080805．2400  

ソマトロピン（遺伝子組換え）  トリプシン  

石う盲ラ福鹿裸  
（マウス細  

胞）   

ウシ胎児血  
清  

マウス細胞  米国  
ソマトロピン（遺伝子組換え）  

1）マスター  

セルバンク  （不明）、 2）ワーキン  
炭痕  

80691に同じ  ProMED－  

mai120080626．1968  

ProMED－  

mai120080724．2257  

炭症  
80691に同じ  

炭痘  
ProMED－  

mai120080726．2280  

ProMED－  

mai120080726．2286  

ProMED－  

maiほ0080727．2297  

ProMED－  

mai120080812．2500  

ProMED－  

mait20080815．2540  

ProMED－  

maiは0080818．2569  

ProMED－  

mai120080611．1841  

炭症  
80691に同じ  

炭痕  
80691に同じ  

炭症  80691に同じ  

炭症  
80691に同じ  

炭症  
80691に同じ  

ブルセラ症  
80691に同じ   
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感染症（PT）   

ブルセラ症  ProMED－  

mai120080619．1907  

ブルセラ症  
ProMED－  

mai】200806261966  

ProMED－  

mai120080623－1941  

BSE  

ProMED－  

ma1120080819 2580 

結核  ProMED－  

mai120080710．2100  

ProMED－  

mai120080626，1968  

■一－－－－－－－－－－－一一－－－－－一一－－－－一一一－－－一一－－－一－－－■－■■－－一－－－－－－－－－一一－－－－－一‾ 80691に同じ  炭症  

1）マスター セルバンク  

ウシ胎児血  
清  

ホリトロピンアルファ（遺伝子組換え）  

（米国）、  
2）ワーキン  

グセルバン  
ク（米匡l）、  
3）製造工程  

（オーストラ  

リア）、  
4）モノク  

ローナル抗  
体製造（米  

国、オースト  
ラリア）  

炭痘  
ProMEロー  

m扇1200807242257  

ProMED  

mai120080726．2280  

一▲－－－－－－一一一■■■＋■■一一一－－－－－一－－－－－一一－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

80691に同じ  炭痕  

炭痕  
ProMED－  

mai120080726．2286  

ProMED－  

mai1200807272297  

ー▲■－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－‾‾‾‾‾‾■ 80691に同じ   炭痕  
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感染症（PT）  炭症  

出典  

ProMED－  

mai120080812．2500  

ProMED－  

mai120080815，2540  

ProMED－  

mai120080818．2569  

概要   

80691に同じ  

炭症  80691に同じ  

康直‾…－●‾‖‾●‾  

80691に同じ  

ブルセラ症  
80691に同じ  ProMED，  

mai120080611．1841  

ProMED－  

mai120080619．1907  

ProMED－  

mai120080626．1966  

ブルセラ症  80691に同じ  

ブルセラ症  
80691に同じ  

80691に同じ  ProMED－  

mai120080623．1941  

ProMED－  

mai120080819．2580  

ProMED－  

mai120080710．2100  

80691に同じ  

結核  80691に同じ   
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生物由来成   分名  DN∂Sel  

原材料名  感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

概要   

‾‾  
東面テ亨フマラあ盲富巨商家弓ジモ弓ちヲ7j牙ジ富自適右手  

（Prnp）におけるE211Kと呼ばれる新規の遺伝子変異を同  

定した。この変異は遺伝性CJDのヒトにおいて見られる  

E200K病因性変異と同一であり、ウシPrnp遺伝子内で潜  

在的病原性変異を有する8SE確定ウシの最初の報告で  
ある。最近の疫学的試験によるとK211アレルは6062頭の  

ウシで全く検出されず、E211K変異は極めて頻度が低い  

（2000例中1例未満）。  

出典  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOO156  

血清アルブ  
ミン抗体   

マウス抗  
HBsモノク  
ローナル抗  

應＿………＿  
トリプシン  

マウスの血液  
日本  

アメリカ  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。Rl㌧PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

肺炎患者の喀疲と患者が入浴した温泉水からLegione＝a  
rubnlucensを分離した。患者喀疫と温泉水から分離され  
たLrubnIucensについてPFGEl＝よるDNA切断パターンを  
調べたところ、同一パターンであった。レジオネラ症患者  
からの菌分離はL．pneumop仙8が主であり、当該菌のヒト  
からの分離例は国内外で初めてである。  

日日s抗原た  
ヒトの肝巌  

ウイルス啓染  
日本  

PLoS Pathogens 
2008：4ニelOOOO47  

（huGK－14細  

ん白質  胞由来）  

細菌感染  IASR2008．29・  

194－195  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

80701に同じ  オーストラリ  

ア  

オーストラリ  

ア  

製造工程  
PLoS Pathogens 
2008：4：elOOO156  

PLoS Pathogens 
2008：4．elOOO156  

80701に同じ   
薮道三亮  
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生物由来成   
分名   

プロテインC  
‾叫‾‾…‾  原産国  す寿  

慾染症（PT）   

レプトスピラ症  

含有区分  出典  

InfectGenetEvo1 2008：8：529－533  

概要   

コスタリカにおいて、レプトスピラ症の入院患者から分離さ  
れたレプトスピラは、Javanica血清群型に分類される新し  
い血清型で、Arenalと命名された。同じ地区の重症患者  
から分離された株も同じ血清型であったことから、この株  
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である  
と考えられた。  

ヒト血液  

リケッチア症  
‾  

芽亨ジダ∴ブラフてジf神石石衰葡宣旨弼弓子；葡盲玩葡  
の症例報告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで  
491症例が報告されている。感染症管理センター長による  

と、実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると  
思われる。2007年までは0熟はオランダではほとんど存  

在しなかった。  

ProMED－  

mai120080728 2306 

ウイルス性脳 炎  ProMED－ mai120080828．2697  インド東部のウッタルプラデシ州で小児を死亡させている  
原因不明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより  
急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数  
週間におよそ800人の患者が発生し150人が死亡したと報  
告され、その数は増加すると見られている。血液検査で  
日本脳炎陽性となった患者は5％以下であった。日本脳炎  
とエンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査  
中である。  

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saff01d  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ  
ルスが検出された。  

スウェーデンにおけるPuumalaウイルスの予期せぬ大規  
模アウトブレイクにより、2007年の∨台sterbotten地方の流  

行性腎症患者の数は100．000人当り313人に至った。醤歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う棟雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検休から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

ウイルス啓染  Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105：  

14124－14129  

マウス由来  
モノクローナ  
ル抗休  

マウス脾臓  
日本   

ハンタウイルス  EmerglnfectDis  
2008：14：808－810  乾燥濃縮人血液凝固第lX因子  

テクネチウ  
ム人血清ア  
ルブミン  
（99mTc）  

ウイルス感染  
PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  
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概要   

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナ  

ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよび  
CDCで行われた検査の結果明らかとなった。このウイル  
スに関する詳細な分析が継続されている。一方、南アフリ  
カでは患者と密接に接触した看捷師が感染し、入院中で  
ある。  

慈染症（PT）   

ウイルス感染  

出典   

WHO／EPR2008年  

10月13日  

ミネソタ州保健局はオースチンのブタ処理施設Quality  
PorkProcessors社の従業員における11名の神経疾患に  

ついて調査中である。最初の症例は2006年12月に発症  
し、その後数ヶ月間にわたり、2007年一月まで発症した。  
先週、更に入院中の1名を確認した。筋力の低下や感覚  
異常を特徴とし、炎症性神経疾患と思われる。死亡例は  
ない。11症例はブタ頭部や臓器の処理場で働いていた。  
原因は特定されていない。  

2007年10月29日、ミネソタ保健局はM■nneSOta南東部のブ  
タ処理施設の従業員における原因不明の神経疾患につ  
いて通報を受けた。州保健局と米国CDCが調査中であ  
る。2008年1月28日現在、同施毀では12名（年齢中央値  
31歳、25－51歳）の作業員が進行性炎症性神経障害と同  
定された。2006年11月から2007年11月にかけて、ブタ頚  
部処理に関わったヒトで発症した。原因は特定されていな  
いn  

神経系障害  Minnesota  
DepartrTlentOf  
Health／News  
Release2007年12  

月3日  

CDC／MMWR2008：  

57（E8rtyRe】ease） 

： 卜3  
神経系障害  

2006年11月から2007年11月にMjnnesotaの豚肉加工場作  
業員12名が炎症性神経疾患を発症し、2008年1月中旬に  
Ⅰ。di。naの豚肉加工場従業員も同様の症状を発症した。全  
員、ブタの頭から脳を吹き飛ばすために使用する強力な  
空気圧縮装置の近くに配置されていた。彼らは手足の疲  
労感、麻痩および寝きといった炎症性神経症状の顕著な  
特徴を示した。ブタの中枢神経系が感染媒体である可能  
性がある。  

神経系障害  ProMED－  

mai120080129，0366  

カナダにおいて、Sa汗oldウイルスに関連するカルジオウイ  
ルス分離株が呼吸器症状を有する3名の小児の1咽頭  
吸引物から検出された。Canl1205卜06分離株のポリプロ  
ティン配列は、Saffoldウイルスと91．2％のアミノ酸同一性を  
有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、  
かなり異なっていた。   

ウイルス感染  EmergInfectDIS  
2008：14：834－836  
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感染症（PT）   

ウイルス感染  

概要   

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。R‾卜PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

2008年3月下旬、中国Anhui省Fuyang市で未就学児3名が  
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15  
名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、工ンテ  
ロウイルス71による手足口病と確定された。同市では、3  
月1日から5月9日の間に、6．049例報告され、353例が重  
篤で、22例が死亡した（致死率0．4％）。患者数は、4月の初  
めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月5日以後  
減少した。  

出典  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

手話古高‾－‾‾‾‾  

WHO Represetatjve  
Office in China 
2008年5月19日  

米国の国立プリオン病病周調査センターに2002年5月か  

ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62繰）  
を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色パターン  
およぴマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは  
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  
PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感  
受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プリオン病  
の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。   

米国テキサス南東部の健康な成人ドナー100名の血液中  
のヒトヘルペスウイルス（HHV）陽性率とウイルスDNA圭を  
RT－PCRにより調べた。その結果、HSV－1、HSVr2、VZV  
及びHHV－8DNAはどの検体からも検出されなかった。一  
方、EBVは72％、HHV－7は65％、HHV－6は30％、CMVは1％に  
検出された。また、1名の血液から6．1×10入7geq／mlを超え  

るHHV－6TypeBが検出されたが、健常者における異常  
な高値は活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思わ  
れる。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
Ann Neuro12008： 63：697－708  

ウイルス感染  
Tr即1Sfusion2008： 48：1180－1187  

血祭由来製品によるパルボウイルス日19伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血兼由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  
10000IU／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの  
感度は少なくとも10000∝‖U／mlとするべきである。これら  

の基準を超えるものは使用してはならない。   

パルボウイル ス  
FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  
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概要   

高力価の培養デングウイルスセロタイプ2をアルブミンお  
よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  
およぴウイルスろ過）前の検休に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  
アッセイおよびRTPCRで測定した。その結果、全てのエ  
程が不活化・除去に有効であることが示された。  

出典   

Transfusion2008．  
48：1342→1347  

感染症（PT）   

デング熱  

2005年9月20日～12月4日のプ工ルトルコの米国赤十字  

におけるすべての供血1652†検体中のデングウイルス  
（DENV）RNAをTMA（transcriptJOn－mediatedarTIPIiflCation）  

法で測定したところ、12検体（0，07％）がTMA陽性であった。  
4検体は、RT－PCR（DENVセロタイプ2および3）陽性であっ  
た。RT－PCR陽性4検体中3検体でウイルスを培養するこ  
とができた。TMA陽性12検体中1検休がIgM陽性であっ  
た。ト1引こ希釈した場合は5検休のみTMA陽性であった。  

2005年から2007年に、テクングニヤウィルス（CHIKV）はし  
ユニオン島で大流行し、供血は2006年1月に中断された。  
大流行中のウイルス血症血供血の平均リスクは、10万供  
血あたり132と推定された。2006年2月の最流行時におけ  
るリスクは、10万供血あたリ1500と最高であった。この期  
間中、757000人の住民のうち推定312500人が慾染した。  
2006年1月から5月の平均推定リスク（0，70b）は、CHIKV  
NAT検査による血小板供血のリスク（0．4％）と同じオーダー  
であった。   

2005年の中国の4都市（BeiJing、Urmuchi、Kunmingおよび  

デング熱  Transfusion2008こ  

48・1348－1354  

テクングニヤウ イルス昏染  
TransfuslOn2008．  

48．1333－1341  

E型肝炎  Vox Sangulnis  
2008：95（SuppI．1）二  

282－283  
Guangzhou）における供血検体のHEV啓染率を調べた。そ  
の結果、ルーチン検査（抗HCV、抗H［Vl／2、HBsAg、梅毒  
およぴALT）陰性供血者の約1％fi抗HEVlgMま1＝はHEV  

Ag陽性で、HEV感染の可能性があった。また、ALTスク  
リーニングは中国のHEV感染血排除に役立つ可能性が  

あった。  

1990年から2007年の中国における狂犬病発生傾向を調  

べた研究によると、最近8年間でヒト狂犬病症例数が急激  
に増加したことが明らかとなった。ヒト狂犬病は1990年か  
ら1996年の閤は全国的な狂犬病ワクチン接種プログラム  

により抑制され、わずか159症例が報告されただけである  
が、2006年は3279症例と激増した。   

狂犬病  
ProMED－  

mait20080826．2660  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  
ブ病  

出典  

EmerglnfectDis  
2008：14：1406一  
1412  

概要   

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20∝旧倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
腎臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Blood誌のprepublishedonlineに掲載されたヒツジにおけ  American Society 
of  
HernatoIogy／Pres  
Releases2008年8  

月28日  

る研究によると、輸血による8SE伝播のリスクは驚くほど  
高い。エジンバラ大学で行われた9年間の研究は、BSEま  
たはスクレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病  
伝播率を比較した。その結果、BSEおよぴスクレイピーと  
も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する  
前のドナーから採取された血液によっても伝播することが  
示された。  

マウスPrPScと混合させることによって折り畳み異常が起  

こったハムスターPrPCは、野生型ハムスターに対して感  
染性を起こす新規なプリオンを生成した。同様の結果は、  
反対方向でも得られた。PMCA増幅を繰り返すとinvitro産  
生プリオンの順応が起こる。このプロセスは、invル。での  
連続線代に観察される株の安定化を暗示させる。種の壁  
と株の生成がPrP折り畳み異常の伝播によって決定され  
ることが示唆される。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Cel12008：134：  

757－768  

ウイルス感染  
Proc Natl Acad Sci 

USA2008：105：  
14124－14129  

インフル工ンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffold  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検休からカルディオウイ  
ルスが検出された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

非定型BSE（BASE）に感染した無症候のイダノアの乳牛の  
脳ホモジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接  
種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvCJD接種  
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン  
を示した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrPが異  
常なウエスタンプロットを示す4例のうち3例のPrPresに同  
じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における高い  
病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連  
の可能性が示唆された。   

PしoSONE2008：3：  
e3017  
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出典  

EmergInfectDis  
2008：14：834－836  

PLoS Pathogens  
2008．4：elOOOO47  
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概要  
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ブ病  
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概要   

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
里離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びしRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

2008年5月12日の保健当局発表によると、ボストンの病院  
で検出が難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移  
植された70歳女性が死亡し、57歳男性が危篤である。ド  
ナーと患者2名の検体をCDCが検査したところ、全員、リ  
ンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）陽性であり、ドナー  
からの伝掃であったことが確認された。移植前にはエイズ  
ウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行ったが、LCMVの  
検査は行っていなかった。  

リンハロ性脈絡髄  
膜炎  

boston．com2008年 5月13日  

血策由来製品によるパルボウイルス819伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血策由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルス819DNAのウイルス負荷を確実に  
10000IU／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの  
感度は少なくとも1000000IU／mlとするべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。  

パルボウイル ス  
FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  

ダンス（案）  

スロヴェニアで、H8s抗原陰性で抗H8c抗体陽性、抗H8s  
抗体低力価陽性、HBVDNA陽性の濃厚赤血球と新鮮凍  
結血莞を輸血された59痍の患者が4ケ月後に急性B型肝  

炎を発症した。また同じ供血血液由来のRCCの輸血を受  
けた71歳の患者も7ケ月後にHBV感染を認めた。2例ともド  
ナーと同じ配列を有するジェノタイプDが感染していた。潜  
在性B型肝炎ウイルス感染者の血液は抗HBs抗体が陽性  

にかかわらず、感染性を有した。   

B型肝炎  JHepato12008：48：  

1022－1025  
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概要   

2004年9月20日に39歳日本人男性から献血された血液は  
ALT高値のため不適当とされ、HEV陽性であった。当該ド  
ナーの遡及調査の結果、9月6日にも献血を行い、HEV  
RNAを含有する血小板が輸血されていた。当該ドナーと  
親戚は8月14日にブタの焼肉を食べており、父親は9月14  
日に急性肝炎を発症し、E型劇症肝炎で死亡した。他に7  
名がHEV陽性であった。レシピエントは輸血22日目にALT  
が上昇し、HEVが検出された。  

出典  

Transfusion2008：  
48：1368－1375  

感染症（PT）   

E型肝炎  

80719に同じ  ウイルス感染  有効成分  米国   PLoS Pathogens  
2008：4：elOOOO47  

boston．com2008年  

5月13日  

FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  

ダンス（案）  

80719に同じ  リンハ1生脈絡髄  

膜炎  

パルボウイル  

ス  
80719に同じ  

B型肝炎  JHepato12008：48：  

1022」025  

Transfus10n2008，  

48．1368－1375  

80719に同じ   E型肝炎  

有効成分  
宿主細胞系  

は、Don∂ld  

Wiley（UCSD  
大学及び  
James  

pa山son（UC  

山大学）よ  

り入手した  
ジヒドロ葉  

酸還元酵素  
（DHFR）欠  

損チャイ  
ニーズハム  
スター卵巣  
細胞であ  
る。   

ラロニダー  

ゼ（遺伝子  

組換え）  

言古≡ずニゼて藩右手葡替えう‾…‾‾‾‾‾…  
チャイニース ハムスター卵 巣細胞  
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原材料名   原産国   

米国、カナ  

ダ、メキシ  
コ、ニュー  
ジーランド  

米国・カナダ  

含有区分  

抗ヒト胸腺  
細胞ウサギ  
免疫グロブ  
リン  
胸腺細胞  

フランス、ベ  
ルギー  

米国、カナ  
ダ、スウェー  
デン、スロ  
バキア、チェ  
コ、デンマー  
ク、ノル  
ウェー、フィ  
ンランド、  
ポーランド、  
リトアニア、  
ベルギー  

米国  

ヒト胸腺  

‾…‾  
寄甜  

ヒト血液  

k  

≡烹す）万た育亡てぞ：じヲF烹i㌘海面ス廟高著茄韻語き  

れたレプトスピラは、Jav∂nica血清群型に分類される新し  

い血清型で、Arenaは命名された。同じ地区の重症患者  
から分離された株も同じ血清型であったことから、この株  
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である  
と考えられた。  

レプトスピラ症  
抗日Bs人免  

疎石藩‾‾‾‾‾‾  米国  
InfectGenetEvo1  

2008：8：529－533  疲グロブリン  

芽亨ジグ∵プラ六ジー河ゐ石東商享有が帝石テ；爾盲菅6葡‾  

の症例報告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで  
491症例が報告されている。感染症管理センター長による  
と、実際の審染着数は報告された症例数の10倍であると  
思われる。2007年まではQ熟はオランダではほとんど存  
在しなかった。   

ProMED－  

maiI20080728．2306  
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概要   

インド東部のウッタルプラデシ州で小児を死亡させている  
原因不明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより  
急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数  
週間におよそ800人の患者が発生し150人が死亡したと報  
告され、その数は増加すると見られている。血液検査で  
日本脳炎陽性となった患者は5？ふ以下であった。日本脳炎  
と工ンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査  
中である。  

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffold  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ  
ルスが検出された。  

出典  

ProMED－  

m8i】20080828．2697  

感染症（PT）   

ウイルス性脳  
炎  

ウイルス感染  Proc Natl Acad Sci 
USA2008．105  

14124－14129  

日本における21月齢より若いウシ由来の牛肉でのBSE感  

染性リスクと死骸成熟度スコアによって評価される米国  
からの牛肉におけるリスクとを比較した。日本政府は死骸  
成熟度スコアがA40以下のウシの牛肉の輸入を許可して  

いるが、A40以下のウシは21月齢未満であると推測され、  
両国でのBSE保有率が同等であるとすると、BSE感染性リ  
スクに差は見られなかった。  

生物製剤におけるプリオン対策の現状と課矧こ関する総  

論である。牛由来材料または人血芳村料を用いて生物製  
剤を製造する場合、プリオンによる製造原料の潜在的汚  
染の可能性が存在している。安全対策がより効率的・効  
果的であるために、さらに発症メカニズムの解析、高感度  
検出法の開発、除去・評価法の開発が必要である。  

JFoodProt2008： 71こ802－806  

BSE  

PDAJournalof  

GMP8nd Validat】On  

lnJapan2007．9：  32－41  
異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

PrPBSEの取り込みに関わる腸粘膜の細胞を同定するた  

め、ウシ腸上皮細胞株を樹立し、M細胞分化誘導系を確  
立した。この系を用いてM細胞がPrPScを取り込むことを  
証明した。この結果から、PrPBSEが経口F取によって感  
染するときに、腸のパイ工ル板を覆うドーム部の上皮層に  
あるM細胞が関わることが強く推定された。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
畜産技術 2008年6 月号1922頁  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  
ブ病  

出典  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOO156  

概要   

米国アラバマのBSE確定ウシでウシプリオン蛋白遺伝子  
（Pmp）におけるE211Kと呼ばれる新規の遺伝子変異を同  
定した。この変異は遺伝性CJDのヒトにおいて見られる  
E200K病因性変異と同一であり、ウシPrnp遺伝子内で潜  
在的病原性変異を有するBSE確定ウシの最初の報告で  
ある。最近の疫学的試験によるとK211アレルは6062頭の  
ウシで全く検出されず、【211K変異は極めて頻度が低い  
（2000例中1例未満）。  

未接種のシリアンハムスター（Shas）を、Sc237プリオンに  

経口的に感染させたShasと共に飼育するかまたはその排  
泄物に曝需させた。曝零した動物でのプリオン感染率は  
80－100％で、潜伏期間は140【ヨ以下であり、糞、おそらく糞  

食を介した伝播が示唆された。Shaプリオンを過剰発現す  
るトランスジェニックマウスに脳内接種したところ、潜伏期  
間の無症候期を通して低レベルの感染性プリオンの排泄  
が続いていた。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

JlnfectDis2008：  

198：81－89  

インターフェ  
ロン ベータ  

トリプシン  

ヒト繊維芽細  日本  

インターフェロン ベータ  アメリカ合衆  
国及びカナ  
ダ   

日本  人血清アル  
ブミン  

‾‾‾   
ち古瓦宥   

ヒト血液  添加物  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

オランダ、ド  
イツ、ベル  
ギー及びル  
クセンブル  
ク  

米国、カナ  
ダ、フラン  
ス、ドイツ、  
ベルギー、  
オランダ及  
びオーストリ  
ア   

添加物  

2007年末、米国Austlnのブタ肉処理施設の従業員に典型  
的な神経学的疾患が認められ、12月までに12症例が確  
認された。12例中10例でCSF蛋白が上昇し、1例は髄液細  
胞増加が見られた。10例でMRIにより脊髄神経根の増強  
が見られた。全員でIgGの免疫染色パターンを含む新規  
の神経自己抗体プロファイルが確認された。この症候群  
は多発神経根筋障害であった。特徴的な環境曝罷によっ  
て神経学的自己免疫が誘導されたことを支持する。   

…  
葡落義博曹  Neurology2008：71 153  
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生物由来成  
分名   

バシリキシ  
マプ（遺伝子  

組換え）  

一般名  

ノバルティ  

スファーマ  

ノバルティ  

スファーマ  

バシリキシマブ（遺伝子組換え）  

ロナール抗休  

パシリキシマフ（遺伝子租換え）  
ヒト血清アル  ヒト血液  スイス  

ブミン  

ヒトトランス  
フェリン  

ウシ胎仔血  

清  

ウシインスリ  

ン  

ウシペプトン  

バシリキシマブ（遺伝子組換え）  
ヒト血液  製造工程  

ノバルティ  

スファーマ  
フランス、  

オーストリ  

ア、ドイツ  アメリカ  バシリキシマフ（遺伝子組換え）  ノ／くルティ  

スフア～マ  

アメリカ及び  
カナダ  

／モウナギブラヲて画芸事組蕗訂‾‾…‾‾‾‾  ノバルティ  

スファーマ  

バシリキシマフ（遺伝子組換え）  アメリカ及び  
カナダ  

アメリカ及び  
カナダ   

ノ／くルティ  

スファーー・・マ  

ノバルティ  

スファーマ  

バシリキシマブ（遺伝子組換え）  ウシトリプト  
ン  

ブタの陳腐由 来酵素  

バシリキシマフ（遺伝子組換え）  ノバルティ  
スファーマ  理トリプシン  

バシリキシマブ（遺伝子組換え）  ノバルティ  

スファーマ  

シペプチ ダーゼ  

7ミシ〕盲ジ寺ヲて漸芸子組頭訂‾－‖‾‾‾‾‾  遺伝子組換  
え型インスリ  

ン（Nuce＝∩）  

ノバルティ  
スファーマ  

81／171ページ   



生物由来成   分名 カザミノ酸  
原材料名  

・－＿ユ‾■■■■■ン‾ ランド、オー ストラリア  

神経系障害  
2008年4月16日、豚肉加工場の作業員における原因不明  

の神経疾患症例数lま3つの州で24例となり、他の可能性  
症例が評価中である。ミネソタ州のQPPエ場の作業員が  
18名、インジアナ州で5名およびネブラスカ州で1名であ  
る。  

2008年7月11日、インド当局はTamilNaduのErode地区で  
この1週間に少なくとも18頭のウシが原因不明の病気で  

死亡したと報告した。死後の血液や内臓の予備的検査で  
は感染症を確認できなかった。水源か牧草地の汚染が原  
因の可能性があり、検査中である。狂牛病ではないとして  
いる。  

フィリピンBorong8n市の2つの町で約143頭のスイギュウ  

が死亡した。出血性敗血症に類似するこの疾患に注意す  
るように呼び掛けている。約231頭の家畜がこの細菌に感  
染した。伝染性が高く、体液を通じて次々に啓染する。  
人々の健康と安全性のためスイギュウの屠殺を一時的に  
禁止した。  

ProMED－  

mai120080417．1376  

感染  ProM∈D－  

mai120080713．2131  

細菌感染  PIA Press Release 
2008年7月23日  

ト   

日本ポリ  
詐ヴずJ［官  

職細胞  
ウイルス感染  ProMED－  

mait20080406．1268  

ブラジルSanJosedoRjoPreto地域で2匹のサルが黄熟  
感染により死亡した事が確認されたため、SaoPaulo州は  
この疾病に対する新たな警告を出した。Grandeおよぴ  
ParanaRiver地域に住むまたは訪問する人は全員、黄熱  
ウイルスに対するワクチン樟種を受けなければならない。  

オ研究所  

ウイルス感染  コンゴ共和国Bokunguでサル痘が流行し、3月以来、39症  
例が記録された。0←5歳の小児19名（死者3名を含む）が  
含まれている。治療に当たった医師も感染し、隔離され  
た。治療薬が不足している。WHOによると、近いうちに  
250kgの医薬品が届けられる予定である。  

ProMED－  

mai120080714．2141  

日本ポリ  オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  
感染  80750に同じ  ProMED－  

maiI20080713．2131  オ研究所  
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概要  

80750に同じ  

出典  

PIA Press Release  
2008年7月23日  

感染症（PT）   

細菌感染  

ヒトミエロモノ  アメリカ  インターフェ  
ロン ガンマ  

ーnl   

人血清アル  
ブミン  

ウシ胎仔血  
清  

ロン カンマーnl  

サイト細胞株  

添加物  
アメリカ  

ヒト血液  
ロン カンマーnl  

アメリカ、  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

アメリカ  

ロン カンマーnl  

抗ハムス  
ター胸腺細  
胞ウサギ抗  
血清  

抗IFN－γ  
モノクロナー  
ル抗体  

インターフェロン ガンマーnl  

蕪‾…  森…  
製造工程  

イギリス  ン カンマーnl  

日本  
ハムスター  ハムスター  ン カンマーnl  

（ヒトミエロモ  

ノサイト細胞  
を皮下で増  
殖）   

チャイニース  
ハムスター  
卵巣細胞  

チャイニーズ  

ハムスター卵 巣  

不明  
王事草五毛ヲ「（遺伝子藷換言デ‖‾‾‾‾‾‾‾‾  

ワイス  

2008年6月2了日、CFIAは、2008年6月23日に発表された  
BSE牛はBrit］ShCoIumbiaの5歳の乳牛であったことを確  
認した。カナダで13頭月のBSE牛である。どの部位もヒト  
食料または飼料システムに入っていない。調査を実施中  
である。   

BSE  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年6月27日  
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出典  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年8月15日  

概要   

2008年8月15日、CFIAは、Albertaの6歳の肉牛がBSEであ  
ることを確托した。どの部位もヒト食料または飼料システ  
ムに入っていない。調査を実施中である。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

米国アラ／くマのBSE確定ウシでウシプリオン蛋白遺伝子  
（Prnp）におけるE211Kと呼ばれる新規の遺伝子変異を同  
定した。この変異は遺伝性CJDのヒトにおいて見られる  
E200K病因性変異と同一であり、ウシPrnp遺伝子内で潜  
在的病原性変異を有するBSE確定ウシの最初の報告で  
ある。最近の疫学的試験によるとK211アレルは6062頭の  
ウシで全く検出されず、E211K変異は極めて頻度が低い  
（2000例中1例未満）。  

80760に同じ  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOO156  

BSE  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年6月27日  

BSE  

80760に同じ  Canadjan Food  
Inspection Agency 
2008年8月15日  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

‾‾‾‾‾‾  
葡薗薗萎  

80760に同じ  PLoS Pathogens 
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骨髄異形成症候群と汎血球減少症の79歳男性が、血小  
板輸血と続いて赤血球1単位の輸血を受けた。40分後  
に39．6℃の発熱、硬直、背部痛、低血圧および低酸素症  
を呈し、輸血は中止された。患者は抗菌剤による治療で  
回復した。患者の血液および赤血球バッグの残存物から  
Streptococcuspneumoniae血清型4が検出された。赤血  
球輸血によるSpneumoniae感染の初めての症例である。  

血小板濾厚液におけるUVC照射の病原体不活化能を検  
討した。∪VC照射は、血小板の品質に影響を及ぼさず  
に、細菌（表皮ブドウ球菌、黄色ブドウ球菌および大腸  

菌）ならびに伝播性胃腸炎ウイルスなど広範なウイルス  
（HlVおよぴシミアンウイルス40を除く）を不活化することが  

できた。しかし、川∨のような血液感染性ウイルスに対応  
するには、∪VC法をさらに最適化することが必要である。   
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概要   

欧州の3つの血液センターにおけるアモトサレンおよび  
∪VAによるフォトケミカル処理（PCT）過程のプロセスバリ  
デーション試験を行った。フィブリノーゲンおよび第VlII因  

子はPCTにより平均26％減少したが、治療用血莞として十  
分なレベルを保持していた。他の凝固国子は対照FFPの  
レベルの81－97％であった。PCT処理済FFP中の凝固因子  
が治療用血矧こ関する欧州規制および国内基準の範囲  
内に保持されることが示された。   

盲ど華南ま青は亮有季雨音苗字宿痴三ぎヨ信た瓦藩裏面「  
中の病原体不活化（Pl）は広範囲のスペクトルの予防的ア  
プローチである。溶媒界面活性剤（SD）およぴメテレンブ  

ルー法は欧州の多くの国で使われている。アモトサレン  
（lntercept）、リボフラビンを用いた新しい方法が導入され  

ている。リボフラビン、UVおよび可視光線を用いる血小板  
（PC）、血渠および赤血球のためのPI法が開発中である。  
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ラ亨「草じジど東夷緑福亨尭花学徳謹C古瓦ホ好  
（PCT－PLT）の輸血に関連する有害事象を調べるために  
能動的血液安全監視プログラムを実施した。患者1400名  
に7437件のPCT－PLTが輸血され、その内、68件が有害  
事象と関連付けられた。PCT－PLT輸血に関連した急性輸  
血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であった。  
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ブルセラ症  
急性ブルセラ症患者39名の血液検体中のBruce帖DNA  
の存在をRTPCR法により調べた。その結果、治療終7時  
では87％、治療完了後6ケ月では77％、治療後2年を過ぎて  
も70％の患者で、無症候性であるにもかかわらず、  
Bruc釧aDNAが検出された。適切な治療を行い、回復し  
たように見えても、Brucell∂DNAは存続する。ブルセラ薗  
は除去不可能な持続性の病原休である。  

血小板濃厚液の輸血後に、TRAu様の急性呼吸不全と髄  
膜炎を併発し、血小板残液からBaciJluscereusが検出さ  
れた症例の報告である。TRAU様の急性呼吸不全を呈し  
た際は、輸血後感染症も視野に入れた対応が必要であ  
る。髄膜炎併発例の報告はこれまでに無いが、輸血後感  
染症治療では髄液移行性も考慮した抗生剤選択が求め  
られる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行するこ  
とが、診断及び同一菌株の証明に重要である。   
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